




















































（1）X が ｛読まハル／読まアル／読まンス／読まレル／読みヨル／読む｝。 
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 まず，第 1 章では方言の素材待遇形式に関する先行研究を概観し，滋賀県長浜市方言を
本研究の対象とする理由について述べる。つづく第 2 章では，標準語研究における敬語研
究・待遇表現研究についてみる。ここでは本論文で用いる用語の定義についても述べる。






























も重要と考えられるのは次の 5 つである。 
（A-1）家格による使い分け：富山県南礪波市五箇山郷真木集落にみられた運用に
関する指摘で，上下や性別よりも待遇対象の家格が優先
される。     ［2.1 節］ 
（A-2）第三者待遇偏用：近畿方言を中心にみられる運用で，対者待遇よりも第三
者待遇で素材待遇形式が多く用いられる。 ［2.2 節］ 
（A-3）第三者標示：京都方言のハルに認められる機能で，使用が第三者に偏るだ
けでなく，ほぼ一律にどの人物にも適用される。 ［2.3 節］ 
（A-4）対者敬語化：全国的にみられる傾向で，第三者との関係ではなく誰が聞き
手かによって第三者への素材待遇形式の使用がきまる。 
      ［2.4 節］ 
（A-5）感情性待遇：言語行動の観点から提唱された概念で，上下などの関係性待
遇にくわえて，話し手の待遇対象への評価・感情が素材待遇












図 1-1 五箇山郷真木集落における敬語の使い分け（真田 1973：52） 
 
図 1-1 は，「村の道で 1 対 1 で会って，「どこへ行くか」と相手の行き先を尋ねるときの言い
方」の「行く」の部分がどのような形式で示されているかという観点からまとめたもので









n73 女，n44 男，n43 女，a48 男，a46 女，t33 男，t52 男，t52 女となっている。完全に家格
のみによって使用されているのではなく，それぞれの家の中で家長かどうかなどによって
イカッサル（●）が使用されている場合もある。しかし，n 家の人々は圧倒的に多くイカッ






















宮治（1987）は，滋賀県では老年層（70 代以上）200 名（男 100 名，女 100 名）への面接
調査と若年層（高校生）256 名（男 124 名，女 132 名）へのアンケート調査を，京都（107













































図 1-3 と図 1-2 からは，身内尊敬用法があること，素材待遇形式の使用には性差があること
が読み取れ，この点についても確認する必要がある。 
 
                                                        
1） 宮治（1987）では，第三者待遇偏用の傾向が，松江市方言（国立国語研究所 1971）や肥筑
方言（神部 1983），尾張方言（鏡味 1961，江端 1981）などにもみられることが述べられて
いる。 
図 1-3 京都・大阪・奈良における調査結果（宮治 1987：49） 
 































































































が置かれているものが多い。そして，これらは次の 3 つのタイプに分けられる。 
（B-1）全国分布タイプ：方言敬語について全国的に概観することで，どの地域で





に方言が区画できるかを述べたもの  ［3.1 節］ 
（B-2）一地域分布タイプ：特定の一地域・一地点における敬語の分布を扱ってい
る研究で，社会構造との関係や周圏論的な観点から分布
の解釈を行なっているもの   ［3.2 節］ 
（B-3）日本語史タイプ：敬語の地理的分布と日本語史との対応から相互に検討・













（3）オトーサン ドコイ イカハッタ。 





                                                        



























図 1-6 一般形の全国分布図（加藤 1973：34） 
 





図 1-7 敬語による全国方言の区画（加藤 1977：76） 
 





























































































































も重要と考えられるのは次の 5 つである。 
（A-1）家格による使い分け：富山県南礪波市五箇山郷真木集落にみられた運用に
関する指摘で，上下や性別よりも待遇対象の家格が優先
される。     ［2.1 節］ 
（A-2）第三者待遇偏用：近畿方言を中心にみられる運用で，対者待遇よりも第三
者待遇で素材待遇形式が多く用いられる。 ［2.2 節］ 
（A-3）第三者標示：京都方言のハルに認められる機能で，使用が第三者に偏るだ
けではなくほぼ一律にどの人物にも適用される。 ［2.3 節］ 
（A-4）対者敬語化：全国的にみられる傾向で，第三者との関係ではなく誰が聞き
手かによって第三者への素材待遇形式の使用がきまる。 





形式の使用を左右する。   ［2.5 節］ 
（B）方言敬語に関する研究は他の言語項目に関するものと同様に，地理的分布に主眼
が置かれているものが多い。そして，これらは次の 3 つのタイプに分けられる。 
（B-1）全国分布タイプ：方言敬語について全国的に概観することで，どの地域で
どの形式が使用されているか，敬語の分布からどのよう
に方言が区画できるかを述べたもの  ［3.1 節］ 
（B-2）一地域記述タイプ：特定の一地域・一地点における敬語の分布を扱ってい
る研究で，社会構造との関係や周圏論的な観点から分布
の解釈を行なっているもの   ［3.2 節］ 
（B-3）日本語史タイプ：敬語の地理的分布と日本語史との対応から相互に検討・


































































においては，文化庁（2007）の「敬語の指針」でまとめられた 5 分類が定着している。 
 












































 この敬語の指針による 5 分類以前に，敬語は辻村（1967）によって大きく 2 つに分類さ
れている2）。 






























述べたが，現代敬語を考える際は，これらの 2 つの分類が主なものとなる。 
 ところで，待遇対象との関係によって使用される敬語のうち，謙譲語は方言固有のもの
がほとんどみられないことが種々の先行研究で指摘されている。本研究でフィールドとし

















































































（8）①敬語上のⅠ人称の人物を高めてはいけない。  （菊地 1997：121） 
②敬語上のⅢ人称の人物で，聞手から見て高める対象と思われないような人物を




































b. 来る ：基本的意味［来る］，待遇的意味［0］ 






































































































































正確に表現すべきであろう。     （南・林・林・芳賀 1974：55） 
これら諸要因のうちのいずれが素材待遇形式の使用と関わるのかについて明らかにするた
めにどのような調査を行えばよいかという検討は，第 3 章で扱う。 
 さいごに南（1974；1987）による素材待遇形式生起の言語内的条件について示しておく。 
 


























































































































尊敬の形 ＋ ＋ ＋ － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋







































                                                        























































































めると以下，表 3-1 のようになる。 
 





















形態面 統語面 意味論 語用論 代表的な先行研究
自然傍受法 △ × × △ 藤原（1978），佐藤（1972）など
面接調査 ◎ ◎ ○ △ 岡野（1962），岸江（1998），酒井（2014）など
アンケート調査 △ △ ○ △ 吉岡（1998），西尾（2005）など

























































































































































































ばならない。       （滝浦 2008a:25） 
 以上，本節では方言の素材待遇形式の記述においてそれぞれの調査法で明らかにするべ
き点について述べた。本研究で具体的に何を目的にこれらの調査法を用いて調査するのか





































浅井町の 1 市 6 町が合併し，面積 539.48 ㎢，人口 124,498 人，世帯数 40,713 世帯の現在の
41 
長浜市となった。滋賀県長浜市の位置を図 3-1 に示す。 
 
 






































































































ォーマント ID では A（農村部）・C（中心部）として示す。長浜市の位置および，農村部・
中心部の具体的な位置は図 3-3 に示したとおりである。 
 
 
図 3-3 長浜市内の「中心部」「農村部」の位置 
45 
 
インフォーマントに関する詳細は，以下表 3-3 のとおりである。インフォーマント ID は，
数字はインフォーマントの生年の下二桁を，M および F は性別を表わしている。末尾の数
字は地域ごとの通し番号である。 
 調査は，2011 年 9 月・10 月，2013 年 2 月・3 月に面接調査および談話調査を行なった。
ただし，すべてのインフォーマントに対して両方の調査を行なったわけではない。具体的
には，A33F04，C36F01，C37F02，C40M03，C40F04，C45M08，C48F09，C50F11 の 8 名は，
面接調査のみを実施した。また，A30M02，A34F05，A42M10，A71M11，A48F13，A48F14，
A53F16，C24M01，C38F05，C48F11，C50F12 の 11 名は談話調査にのみ参加している。こ
れらのインフォーマントを除く 13 名は面接調査と談話調査の両方を行なっている。 
 










性別 年齢 生年 居住歴 面接調査 談話調査
A26M01 男 86 1926 0-：大依町 ○ ○
A30M02 男 81 1930 0-国友町 ○
A32M03 男 80 1932 0-：西村町 ○
A33F04 女 79 1933 0-23：虎姫町，24-：大依町 ○
A34F05 女 77 1934 0-国友町 ○
A38M06 男 74 1938 0-：高畑町 ○ ○
A39M07 男 73 1939 0-：佐野町 ○ ○
A40M08 男 72 1940 0-18：北ノ郷町，19-40：彦根市犬上郡，41-：北ノ郷町 ○ ○
A40F09 女 72 1940 0-：野村町 ○ ○
A42M10 男 69 1942 0-国友町 ○
A42M11 男 69 1942 0-国友町 ○
A45F12 女 68 1945 0-：木尾町 ○ ○
A46F13 女 66 1946 0-：大依町 ○ ○
A48F14 女 63 1948 0-22：旧びわ町，23－：高畑町 ○
A48F15 女 62 1948 0-21：長浜市高畑町，22-27：愛知県名古屋市，28－：長浜市高畑町 ○
A54F16 女 59 1954 0-21：北野町，22-：上野町 ○ ○
A53F17 女 58 1953 0-：高畑町 ○
C24M01 男 88 1924 0-25：加田町，26-：栄船町 ○
C36F02 女 76 1936 0-：北船町 ○
C37F03 女 75 1937 0-25：小堀町，26-29：田附町，30-：元浜町 ○
C40M04 男 73 1940 0-：朝日町 ○
C40F05 女 73 1940 0-25：元浜町，26-29：南船町，30-：神前町 ○
C38F06 女 73 1938 0-長浜市 ○
C42M07 男 71 1942 0-：三ツ矢元町 ○ ○
C42M08 男 70 1942 0-7：田根，8-：高田町、平方町 ○ ○
C45M09 男 67 1945 0-18：神前町，19-40：大阪府枚方市，41-：神前町 ○
C48F10 女 64 1948 0-：朝日町 ○
C48F11 女 64 1948 0-：三ツ矢元町
C48F12 女 64 1948 0-：北船町 ○ ○
C50F13 女 63 1950 0-24：湖北今町，25-：旭町 ○
C50F14 女 62 1950 0-25：大宮町，26-：朝日町（箕浦町） ○ ○
C50F15 女 62 1950 0-9：醒ヶ井，10-：朝日町 ○ ○












































































の関係 目上 対等 目下 目上 対等 目下




































 談話は，それぞれ約 1 時間から 1 時間 30 分程度収録し，文字化を行なった。すべて同じ
町内または近くに住む親しい者同士によるくだけた場面での会話である。インフォーマン















                                                        
4） 以下，本論文では設定人物の属性について触れる際は〈 〉を用いて示す。 
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  ，  ：文中でポーズのある箇所につける。「，」のあとに発話が続く場合，全角 1 字
分の空白を入れる。 
  。  ：発話文末につける。「。」のあとに発話が続く場合，全角 1 字分の空白を入れ
る。 
  ↑  ：上昇イントネーションと判断した箇所に付す。 
  …  ：語尾が言いよどみ，文が途中で終了した場合につける。 
51 
  ＃  ：聞き取り不能であった部分を示す。推測される拍数分だけ「＃」をつける。 
  ○  ：固有名詞など，インフォーマントのプライバシーにかかわる箇所に付す。実
際の拍数分だけ「○」で示す。 
 「 」 ：発話中に，話者以外の人物の発話が引用された場合，その引用された部分を
「 」でくくる。 
 『 』 ：視覚上，区別した方が分かりやすいと思われる部分（漢字の読み方を説明す
る箇所や本の題名など）を『 』でくくる。 




 （+ ） ：文が途中で終わっているが，文脈から話者の意図する発話が分かり，補う必
要がある場合は（+ ）に示す。 








 《 》 ：方言形や音韻変化形，有声音化形など，共通語訳が必要な場合は《 》で示
す。方言形が音韻変化している場合には，《方言形;共通語訳》の順に示し，意
味の説明や意訳なども《共通語訳;説明 or 意訳》の形で示す。 
 〈 〉 ：文脈を理解するうえで必要な情報があれば〈 〉内に示す。 
なお，それぞれの談話例を示す際には，談話例の末尾に【DAN1】のように【 】内に談話































































（A）素材待遇形式がどのような活用をするのか。    （3.1 節） 
（B）他の文法カテゴリーとの相互承接の関係はどのようになっているか。 （3.2 節） 
（C）文中での生起環境はどのようになっているか。   （3.3 節） 
以下，本章では，面接調査と談話調査の結果をもとに，これらの点について素材待遇形式の形
態・統語面を記述する。なお，長浜市方言の素材待遇形式は話し手を主語としたときには用い






















//ki-nahar-e //    「〈目上に対して〉来られろ」 
（ヤ）ハル，（ヤ）アル，（ヤ）ンス，（ラ）レル，ヨルは，動詞に後接する派生接尾辞である。
これらの素材待遇形式に前接する動詞の種類ごとにその活用についてみていく。先に各素材待
遇形式の活用について前接する動詞ごとにまとめると表 4-1 のようになる。 
 表 4-1 から，まず活用については，ンス・ヤンス以外の素材待遇形式は命令形を持たないこ
とがわかる。 
（3）コッチ ｛*キハレ／*キアレ／コンセ／キャンセ／*コラレ／*キヨレ｝。 










                                                        
1） 本研究で主に扱う素材待遇形式には含まれないが，敬語形式であるデス・マスに触れておくと，
デスは，名詞述語および形容詞述語，形容動詞述語に後接し，マスは動詞述語に後接する。 
（α）これは 本｛デス／*マス｝。  //hon des-u／*aka -mas-u// 
（β）この本の色は 赤い｛デス／*マス｝ //akai des-u／*akai -imas-u // 
（γ）私が 行き｛*デス／マス｝  //*ik-i des-u／ik-imas-u // 





























母音 ○ 見ハル 見ハッテ 見ハッタラ 見ハッタ × 見ハラヘン 見ハリマス













子音 × × × × × × × ×

























子音 ○ 行かアル 行かアッテ 行かアッタラ 行かアッタ × 行かアラン 行かアリマス
母音 ○ 見アル 見アッテ 見アッタラ 見アッタ × 見アラヘン 見アリマス













子音 × × × × × × × ×





















































子音 × × × × × × × ×





























子音 ○ 行きヨル 行きヨッテ 行きヨッタラ 行きヨッタ × 行きヨラン 行きヨリマス
母音 ○ 見ヨル 見ヨッテ 見ヨッタラ 見ヨッタ × 見ヨラン 見ヨリマス
カ変 ○ キヨル キヨッテ キヨッタラ キヨッタ × キヨラン キヨリマス
サ変 ○ シヨル シヨッテ シヨッタラ シヨッタ × シヨラン シヨリマス
子音 ○ 行かレル 行かレテ 行かレタラ 行かレタ × 行かレヘン 行かレマス
母音 × × × × × × × ×
カ変 × × × × × × × ×
サ変 ○ サレル サレテ サレタラ サレタ × サレン サレマス
子音 × × × × × × × ×
母音 ○ 見ラレル 見ラレテ 見ラレタラ 見ラレタ × 見ラレヘン 見ラレマス
カ変 ○ コラレル コラレテ コラレタラ コラレタ × コラレン コラレマス






















待遇形式の動詞への接続をまとめたものを表 4-3 に示す。 
 








マントの内省があった。また，第 5 章で詳しくみるように使用数は多くない。 
（5）〈目上〉が a．イカハル  //ik-ahar-u// 
b．イキハル  //ik-ihar-u// 
（6）〈目上〉が a．見ヤハル  //mi-jahar-u// 
b．キヤハル  //ki-jahar-u// 
c．シヤハル  //si-jahar-u// 
 （ヤ）アルは，アルが子音語幹動詞・母音語幹動詞・カ変動詞・サ変動詞すべての動詞に後
接し，ヤアルが子音語幹動詞以外の動詞に後接する。アルは，ハルと同様に，サ変動詞につく
場合 sa-と si-の両方の語幹につく。 
（7）〈目上〉が a．イカアル  //ik-a-ar-u// 
b．ミアル  //mi-ar-u// 
c．キアル  //ki-ar-u// 
終止・連体 中止 順接条件 過去 命令 否定 丁寧
（ヤ）ハル ○ ○ ○ ○ × ○ ○
（ヤ）アル ○ ○ ○ ○ × ○ ○
（ヤ）ンス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ヨル ○ ○ ○ ○ × ○ ○
（ラ）レル ○ ○ ○ ○ × ○ ○
待遇表現形式
後接する接辞
語幹 ハル ヤハル アル ヤアル ンス ヤンス レル ラレル ヨル
子音 ○ × ○ × ○ × ○ × ○
母音 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○
カ変 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○





（8）〈目上〉が a．見ヤアル  //mi-jaar-u// 
b．キヤアル  //ki-jaar-u// 





（9）〈目上〉が a．イカンス  //ik-aNs-u// 
b．コンス  //ko-Ns-u// 
c．サンス  //sa-Ns-u// 
（10）〈目上〉が a．見ヤンス  //mi-jaNs-u// 
b．キヤンス  //ki-jaNs-u// 
c．シヤンス  //si-jaNs-u// 
（11）〈目上〉が a．イキヨル  //ik-i-jor-u// 
b．ミヨル  //mi-jor-u// 
c．キヨル  //ki-jor-u// 







a．（ヤ）ハル： ［# j］ahar- ｛ik-ahar-u，mi-jahar-u，ki-jahar-u，si-jahar-u｝ 
［i #］har- ｛ik-ihar-u，mi-har-u，ki-har-u，si-har-u・sa-har-u｝ 
b．（ヤ）アル： ［# j］aar- ｛ik-aar-u，mi-jaar-u，ki-jaar-u，si-jaar-u｝ 
［a #］ar- ｛ik-aar-u，mi-ar-u，ki-ar-u，si-ar-u・sa-ar-u｝ 
c．（ヤ）ンス： ［# j］aNs- ｛ik-aNs-u，mi-jaNs-u，ki-jaNs-u，si-jaNs-u｝ 
d．ヨル   ： ［i #］jor- ｛ik-ijor-u，mi-jor-u，ki-jor-u，si-jor-u｝ 
e．（ラ）レル： ［# r］are- ｛ik-are-ru，mi-rare-ru，ko-rare-ru，sa-re-ru｝ 
 上記のうち（ヤ）ンスがカ変動詞に後接するときにコンス，ゴンスとなり，サ変動詞につく







//ko-Ns-u／go-Ns-u//   「〈目上〉が来られる」 



























（ⅰ）nagur -asa- -re -tei -na -katta（殴らされていなかった） 









（16）〈目上〉が，動詞語幹 -使役 -素材待遇形式 
（17）〈目上〉が，動詞語幹 -受身 -素材待遇形式 
（18）〈目上〉が，動詞語幹 -可能 -素材待遇形式 
 次に，アスペクトと待遇を表わす接辞との承接関係は以下のようである 













での生起可能性についてまとめられているものを表 4-4 にあげる。 
 
表 4-4 従属節内における生起可能性（南 1974:128-129 より待遇にあたる部分を抜粋） 
 
 
                                                        

































































































尊敬の形 ＋ ＋ ＋ － － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋









（20）あの方は，帳面にご自分のお名前を書きなさりながら， そうおっしゃった。〈A 類〉 
   kak-｛-ahar-i- / -aar-i- / -aNs-i- / -ijor-i- / -are-｝-nagara 
 
（21）あの方が賛成の方に手を上げなさらないで（も）大丈夫。〈B 類〉 
   age-｛-jahar-eN- / -jaar-eN- / -jaNs-eN- / -jor-aN- / -rare-N-｝-demo 
（22）あの方が下に下りなさったら，教えて。〈B 類〉 
  ori-｛-jahar- / -jaar- / -jaNs- / -jor- / -rare-｝-itara 
（23）あの方も来なさるから， お迎えに行って〈C 類〉 
 ki-｛-jahar-u / -jaar-u / -jaNs-u / -jor-u｝=kara， ko-rare-ru=kara 
（24）あの方もいずれはなくなりなさるけど， それも仕方ない〈C 類〉 
  nakunar-｛-ahar-u / -aar-u / -aNs-u / -ijor-u / -are-u｝=kedo 
 また，南（1993）では，「連用形反復」に加えて B 類の「ノニ」で終わる従属節内も尊敬の
形が存在不可としているが，滋賀県長浜市の素材待遇形式では問題なく生起できる。 
（25）いつもはたくさん飲まれるのに，今日は全然飲まない。 
   nom-｛-a-ar-u -/ -a-Ns-u- / -i-jor-u- / -are-u-｝=noni 


























（28）635A30M02：（前略）「んでー もう 乗るのん 買わんぜ6）」っちゅうんで 
わしは 買うてから だいぶしてからやはかいな。 うん。 
//kaw-aNs-e// 【DAN2】 
（29）110A40F09：＃＃＃＃＃＃＃ このしと《人》は， 「こっち きゃんせ」。 
ちゃうやん， 「きゃんせ〔↑〕」 
//ki-jaNs-e//    【DAN4】 
 つぎに，素材待遇形式の動詞への接続の用例についてみる。なお，本章では，形態的な実現
形を確認するのみで，詳細な使用状況については第 5 章で扱う。 
 （ヤ）ハルは，ヤハルが子音語幹動詞に後接する例がみられなかったほかはすべての動詞へ
の接続が観察される。 
（30）1137C38F06：（前略）なんか 幹事が ほうやって 言わはるから そっち行く 
//iw-ahar-u// 【DAN3】 
（31）545A48F15：ほいて くぅーと かりかりっと 食べはったん。 
//tabe-har-ita//  【DAN1】 
（32）60A40M08：ほんで ○○○○の ○○さんが お参りに きはる。 ｛笑｝ 
//ki-har-u// 【DAN9】 
（33）1025C48F12：ほら 名古屋帯でね 結構 ええ帯でも 私んとこ 《息を吸う》 
2 万 1000 円で お仕立て あがりを しはるでな。 
//si-har-u// 【DAN3】 
（34）287C42M07：三味線も さはるんや  //sa-har-u// 【DAN3】 
（35）1067C48F12：ほんで ほういう人は お金がかかっても ええから  
しますゆう人も やはるしね。  //i-jahar-ita// 【DAN3】 
（36）976C51F16：ほの ヤマ出して きゃはるやろ↑ //ki-jahar-u// 【DAN7】 
（37）409C51F16：今 綺麗に 整備しゃはるまで。 //si-jahar-u// 【DAN7】 
 （ヤ）アルは，アル，ヤアルともに，すべての動詞に後接していたが，3 節でみた面接調査







（38）533A48F15：私 おつゆにな 結婚した頃 お母さんが 煮干の ほら 出汁を 
とらあるやろ。   //tor-aar-u// 【DAN1】 
 
（39）1955C50F15：ほたら ほの選挙 出あったときに 近所の人がな ずっと 
いてくれやあるんかと //de-ar-ita//  【DAN11】 
（40）1196A38M06：ほで ついでに きあった時に //ki-ar-ita// 【DAN9】 
（41）794A40F09：去年は ほんで ○○○○と ○○○○を したんか。 ｛笑｝ 
結構 あの先生 よう さあるなーと思って。 //sa-ar-u// 【DAN4】 
（42）464A48F14：ほやでなー。 もう だんだん ほんで 摂り過ぎると あかん。 
ほんで 誰かがな こないだ私 行きやってんけどな （後略） 
//ik-i-jaar-ite//  【DAN1】 
（43）948A40F09 塚を こしらえやあるでー。 あの //kosirae-jaar-u// 【DAN4】 
（44）1677A48F15：今度 来やあるん。   //ki-jaar-u// 【DAN1】 




（46）303A42M11：あのー とあれ， うちの 前を とお， 軽トラで あ けい 
けいで， 通らあんすやけんど， //toor-aNs-u// 【DAN6】 
（47）1487C50F14：ほれこそや あの 中学校ん とき ほれや なんやら君 
やんちゃばっかり してあんたけど //si-te#i-aNs-ita// 【DAN11】 
 
（48）553A42M11：○○○○寺のどきには， ま いっせつも うちんどこへも 
来‘こ’んしたんや あの嫁さん。 //ko-Ns-ita// 【DAN6】 
（49）1152A46F13：募集して やあるなー 今 卒業 さんすー子ー ＃＃。 
//sa-Ns-u//  【DAN8】 
 
（50）2230A46F13：工場は ほら 運転資金は 借りやんすやろけど 
     //kari-jaNs-u// 【DAN8】 
（51）811C24M01：もう ね あの 呉服町の ＃＃＃ きやんすさかい 




（52）489A54F16：レシピで しゃんすんやと 思うんやけど。 
     //si-jaNs-u// 【DAN8】 
 ヨルは，3 節の結果との違いはなくすべての動詞に後接していたが，（57）や（58）のように
実現形が特異な形の使用も現れた。 
（53）1449A42M11：あ ほんでー 座っときよ， ○○○○さんには 言‘ゆ’いに  
行きよったんやけんど，  //ik-ijor-ita// 【DAN6】 
（54）1506A38M06：あの ほこの 投票所に 並べよんねん 茶碗を 
//narabe-jor-u//  【DAN9】 
（55）529A26M01：えとね， なんか 事件 あったら， 警察が 来よんねん。 
//ki-jor-u// 【DAN5】 
（56）1724A38M06：＃＃ 結構 上手に しよるわ ほんで //si-jor-u// 【DAN9】 
（57）779A26M01：で も わしの いとこも 行っこったんや。 
//ik-ijor-ita//   【DAN5】 
（58）1715A42M11：あそこに 売っとっこるんや 鮒鮨を。//ur-Qtor-ijor-u// 【DAN6】 
 以上，動詞への素材待遇形式の接続の可否について 3 節の結果と合わせて示すと表 4-5 のよ
うになる。 
 






（59）-(s)ase-（使役）：〈目上〉が，動詞語幹 -(s)ase -素材待遇形式 
a．287A26M01：酒が 酒 飲ましよる。  //nom-ase-jor-u// 【DAN5】 
b．1478A46F13：最初に スカート 縫わさあったやろ。 
//nuw-ase-ar-ita//   【DAN8】 
（60）-(r)are-（受身・可能）：〈目上〉が，動詞語幹 -(r)are -素材待遇形式 
a．1718A53F17：あのときは どのへんまで 流されやあったんやろね。 
//nagas-are-jaar-ita//  【DAN1】 
語幹 面 談 面 談 面 談 面 談 面 談 面 談 面 談
子音 ○ ○ × × ○ ○ × △ ○ ○ × × ○ ○
母音 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × △ ○ ○ ○ ○
カ変 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○






b．544C50F14：もともとな えーっと 馬に 蹴られよってん。 
//ker-are-jor-ita//  【DAN11】 
c．721C50F15：繋がりが あるで で ○○ちゃんって言う 下から 
○○ちゃんって 言われやんすのと //iw-are-jaNs-u// 【DAN11】 
 
（61）-tor-・-te#i-（アスペクト）：〈目上〉が，動詞語幹 -tor・-te#i -素材待遇形式 
a．2232C51F16：ほんで ほの時分は してやはったわ。 
//si-te#i-jahar-ita//  【DAN7】 
b．1759A48F15：ほんで あの人が あの ○○○○（介護サービス） 
してはるん。 //si-te#i-har-u//   【DAN1】 
c．218A30M02：ほしたら あのー あれや もう 立ってやあれなんだや。 
//tach-i-te#i-jaar-enaNda// 【DAN2】 
d．953A38M06：あの ○○○○（地名）は ようけ （お金を） 
はろてあるゆうことは 知ってるんや。//haraw-i-te#i-ar-u// 【DAN9】 
e．256A40F09：（前略）ほれ ずっと 前から 「入らん」 言うてやんす子が 
一人だけ    //iw-i-te#i-jaNs-u// 【DAN4】 
f．1111A26M01：丁度 あのーー ○○○○○○○から 出たんや 




（62）1151A26M01：もう 死にかけやあっと たかりかけよんねやで。 
//sin-i-kake-jaar-u// //takar-i-kake-jor-u//  【DAN5】 
（63）127C51F16：（前略）ま ほんな 今みたいに 綺麗に しとかはらへんかったで。 
//si-te#ok-ahar-aheN// 【DAN7】 
（64）1824A38M06：いや ほんで いま ほら 頭で 前もって 
考えとかあるんやろと 思うで。 //kaNgae-te#ok-aar-u//【DAN9】 
（65）795C50F15：中学校のときにな おんなじ 撮っとかんす 写真があったわ 
//tor-i-te#ok-aNs-u//  【DAN11】 
（66）1525A26M01：んで あのー 上げよったんや なんやら， みな 兄弟 うちは 
あげとっこるや。  //age-te#ok-ijor-u//  【DAN5】 





（68）1205C48F12：あんまり ほの のし餅とか も ＃＃＃ 全部  
包んでまあんたわ。  //tutum-i-te#simaw-aNs-ita// 【DAN7】 









a．1788A48F14：あのー なんか 午前中しか ごぜん 昼からしか 行かん 
言わあるから 私ら ほんな 昼の間に ほんな 
その人だけ 送り迎え できんやん   【DAN1】 
b．171C38F05：この間 可愛らしい 道で 会ったら 可愛らしい 女の子 
連れてはったから     【DAN3】 
c．231C48F11：いやいや 絵 してやるから｛笑｝   【DAN3】 
d．754C48F11：おじいさんは 一人やから 子どもの こと ちょっと 
お父さんと 喋ってても 一人 やはるやろ お母さん 
やはれんから あのー わしの あのー 聞こえるように 
もっと おっきい 声で 喋って くれって 言わはったもん。 
【DAN3】 
e．632C51F15：だから あん， あのー あのご《子》 ちゃんと あれ し  
しとかあんたさかい， ほういう 事は ちゃーんと あの あれ 
なんやな， なろとやんすや。   【DAN7】 
f．612A30M02：あの人も 牛を 飼うて やんしたはけい《さかい：から》【DAN2】 
g．134A30M02：剥ぎ取りよんねやはかい《さかい：から》  【DAN2】 
（71）「けど」（C 類） 
a．1173A48F14：邪魔 何にも 邪魔してへんて 言わあるけど 【DAN1】 
 
b．185C48F11：ちゃう 家では 遊ばはるけど 外は 
連れってってやはらへん    【DAN3】 
c．1264A48F13：この間も 特別展 また 今 10 月から また 
しゃあるんやけど     【DAN1】 
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d．994C51F15：上がって やんすけど， うん   【DAN7】 
e．130C54F16 今は 綺麗に しとかあるけど。   【DAN7】 
（72）「し」（C 類） 
a．1178A48F14：寝んと まだ 寝んのかとか いろいろ 言わあるし なぁ 
【DAN1】 
b．627C48F11：看護婦さんが ほんだけ かから かかれませんで でも 夜は 
帰って ください 言わはるし あのー 完全看護やもんな 
ほとんどが 私らのとき    【DAN3】 
c．1055A48F14：○○○さんも しやる 言うて あったし。  【DAN1】 
d．1067C48F11：（前略）ほういう人は お金が かかっても ええから 
しますゆう 人も やはるしね。   【DAN3】 
e．240A30M02：ほんでー こやいことは ないやけども あの子らも 
やんすし      【DAN2】 
f．423～427A42M11：も， じぶーんの おっもうように 
やって まいよるしね    【DAN6】 
（73）「たら」（B 類） 
a．1170A48F14：けどもう 居やあったら もう 読めん。  【DAN1】 
b．687C48F11：自分のね やっぱ 子どもさん ほんだけね 
して くれはったら 恩返し せな あかんやんね。 【DAN3】 
c．1412A48F14：こっちの お母さんも 寝やあったら もう なんで 
【DAN1】 
d．814C48F11：ほんでも 三味線やら しゃはったら   【DAN3】 
e．462A39M07：あー ほうか。 あれ やっぱ あの ん 昔みたいに， 
あのー 焚き火でも すると， 怖がりよったら 
ええんやけど。 ほや    【DAN5】 
f．1319C50F14：まあ しんどいさかい 寝て やんすやろと おもって やんて 
ほして 起こしに 行かあんたら もう 
亡くなって やんたんや    【DAN11】 
（74）「ても」（B 類） 
a．243C38F05：入ってあれ ○○○○さん やって あっても 私ら 【DAN3】 
b．914C48F11：別に ほんな 気つこて くれやあれんでも よろしんや 
【DAN3】 
（75）「と」（B 類） 
a．309C42M06：ほのままを み 見たこと ように描かあると 
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おもうてあるさかいに    【DAN3】 
b．744C48F12：（前略） 今の子やったら 絶対 勤まらあれんと 思う。 
        【DAN3】 
c．115A45F12：けど， この頃 あんまり 言‘ゆ’われんと思う 若い人は。【DAN4】 
d．800C51F16：ほんで あの ほやってして 知ったしと《人》があった（+ら）， 
また 来て くれはると思うわ。   【DAN7】 
e．1388C51F16：おーん， みんな みんなで， あの よう 知ってはると思う。 
      【DAN9】 
 また，3.3 節で述べた南（1993）で存在不可とされているノニ節内での使用も観察された。 
（76）693C48F11：（前略）長男の とこに お嫁に 来はったのに 先祖さんが 
要らんかったら 誰が か みんな 生まれてくるかって 
言いたいけど よう 言わへんねん。（後略）  【DAN3】 
（77）650C51F15：ほんさかいにー あれなん。 あっ ほって あのー 普段から 
あの あん やっぱ 悪いやん， せわしのう《忙しく》 
して やんすのに， 行って いいか   【DAN7】 
















































































































































































































（5）行きヤハル＞行きャハル・行かハル＞行きハル   （前田 1949） 
















（8）a．旧京都・大阪式 ［# j］ahar・ 行かハル／見ヤハル 
b．ヤハル拗音形  ［# #］jahar・行きャハル／見ヤハル 
c．ヤハル非拗音形 ［i #］jahar・行きヤハル／見ヤハル 
                                                        
3） 形態構造の記述方法については第 4 章 3.1 節（p60）を参照いただきたい。 
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d．新京都式  ［a #］har・ 行かハル／見ハル 
e．新大阪式  ［i #］har・ 行きハル／見ハル （竹村 2009：28） 
そして，（9）のような結論を出している。 





       （竹村 2009：32）4） 
（9）でいう弱式化とは，後部要素の a を活用部に取り込むことによって後部要素が母音始まり
ahar（強式）から子音始まりの har（弱式）へと変化することを指す。活用部の j が不要になり，
母音語幹動詞に直接後接することができるようになることで，異形態を持たなくなり形式が統
合される。 

















的特徴について第 4 章をもとに簡単にまとめたあと，4.2 節で談話資料に現れた素材待遇形式の
使用についてみる。4.3 節では，長浜市方言の素材待遇形式の形態構造について記述を行なう。 
 





 まず，長浜市方言において使用される素材待遇形式の動詞への接続の可否を表 5-1 に挙げる。 
 


























                                                        
5） 本章で取り上げないヨル・（ラ）レルについては第 4 章を参照いただきたい。 
語幹 面 談 面 談 面 談 面 談 面 談 面 談 面 談
子音 ○ ○ × × ○ ○ × △ ○ ○ × × ○ ○
母音 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × △ ○ ○ ○ ○
カ変 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○









表 5-2 のようであった6）。 
 
表 5-2 前接する動詞語幹ごとにみる素材待遇形式の出現数 
 
 
 表 5-2 から，ハルとヤハルは，子音語幹動詞ではハルのみが用いられており，ヤハルは使用
されていないことがわかる。母音語幹動詞ではハルが 130 例（i-：99 例，e-：31 例），ヤハルが
25 例（i-：17 例，e-：8 例），カ変動詞ではハルが 18 例，ヤハルが 6 例，サ変動詞ではハルが
22 例（si-：21 例，sa-：1 例），ヤハルが 10 例と，ヤハルよりもハルの使用が優勢であることが





（10）875A48F15：ほの間 お父さん もっぺん 4 升 炊きはるん。 
//tak-ihar-u//  【DAN1】 
（11）772A48F15：向こうは はじめ わかめやら 乾燥＊＊ 
持って行きはったけど， //mot-i-te#ik-ihar-ita// 【DAN1】 
（12）1030A45F12：あ なんか あのー 歴史資料館も 行かはったんじゃ， 
違いましたっけ。   //ik-ahar-ita// 【DAN4】 
                                                        
6） 今回分析対象として使用した談話資料では，合計 2279 例の素材待遇形式が現れた。これらのう
ちヨル（148 例）・（ラ）レル（7 例）・ナアル・ヤス（各 1 例）は形式の統合に関わらないため，
複合動詞，敬語動詞，他の接辞に素材待遇形式が後接しているものとナ変動詞，動詞語幹が不
明なものに後接しているものは用例数が少なかったため，表から除いている。 
・オッシャル，トル（アスペクト），～ガル，不明：各 1 例，～ツケル，ナ変（去ぬ）：各 2 例， 
ゴザル，（サ）セル，（ラ）レル（受身），～カケル：各 4 例，クダサル（謙譲）：7 例 
i e ki- ko- si- sa-
ハル 56 99 31 18 × 21 1 226
ヤハル - 17 8 6 × 10 × 41
アル 480 215 31 4 × 9 21 760
ヤアル 1 349 159 63 × 58 × 630
ンス 135 7 - × 4 × 7 153
ヤンス - 198 42 23 × 18 × 281







 つぎに，アルとヤアルは，子音語幹動詞ではアルが 413 例と圧倒的に多く後接しており，（13）
のようにヤアルが後接している例は 1 例みられた。 
（13）841A26M01：寄って みんな んと 困らあるねん。 「きー《気》つけて 
行っとくれー」ちゅて 話して， や もー はや 鉄砲の弾や。 
//komar-ar-u//   【DAN5】 
（14）464A48F14：ほんで 誰かがな こないだ私《が行ったときにいた誰かが》 
行きやあってんけどな //ik-ijaar-i-te//  【DAN1】 







（15）1955C50F14：ほたら ほの 選挙 出あったときに 近所の 人がな 
ずっと いてくれやあるんかと //de-ar-ita// 【DAN11】 
（16）282A40F09：あのー どーゆんかな，で 女の うち わたしらの 班でなー， 
わたしの 70 超えたら かなわんで，も 今年 
男のしと《人》が， お 班長として 出やあれんならんねやけど， 
//de-jaar-eN//  【DAN4】 
 カ変動詞・サ変動詞では，アル・ヤアルのどちらも後接可能であるが，カ変動詞ではアルが
4 例，ヤアルが 63 例，サ変動詞ではアルが 30 例，ヤアルが 58 例といずれもヤアルが多く後接
している。 
（17）1200A38M06：いま この話 してくれて ○○○○さん ここへ 
きあった時な いろいろ 喋ってくれあったのは 
//ki-ar-ita//      【DAN9】 
（18）1592A38M06：一人 きやあって ○○○さんが きやあったけど （後略） 
//ki-jaar-ite//  //ki-jaar-ita//  【DAN9】 
（19）345A26M01：もー ほんでもねー， わしも まー あの グランドゴルフに 
あー みんな 4 回 さあるけど， もー わしゃ 2 回ほか 
せん。  //sa-ar-u//    【DAN5】 
（20）2090C51F15：あのーー ほの ずーっとむかしー， あん あん（+た）どこ 
あのー ちまきいうの しゃあれんかった。 //si-jaar-eN//【DAN7】 




（21）1001A54F16：ほら ほで こんなん 挨拶せんなら と 
思わんすだけでも すご ええやん。//omow-aNs-u// 【DAN8】 
母音語幹動詞ではンスが 7 例用いられているが，ヤンスは 240 例（i-：198 例，e-：42 例）とヤ
ンスが圧倒的に多く使用されている。7 例用いられていたンスはすべて補助動詞での使用であ
った。この点については次節で述べる。 
（22）1631C54F16：うちも ○○○が あっちの ○○○○〈地名〉 






（23）553A42M11：○○○○寺のどきには， ま いっせつも うちんどこへも 
こんしたんや あの嫁さん。 
//ko-Ns-ita//      【DAN6】 
（24）282A46F13：ほて あの 一時半には もんでごんすで ほの時間は 
絶対あかんしな。  //modor-i-te#ko-Ns-u//  【DAN8】 
（25）951C50F14：今度 確か 去年も 来ゃんたでー え 去年は  
来ゃんせんかったんか。 //ki-jaNs-ita// 
//ki-jaNs-e-N//     【DAN10】 
（26）1152A46F13：募集して やあるなー 今 卒業さんすー子ー ＃＃ 


















 本動詞と補助動詞に分けた場合の集計結果を表 5-3 に，使用割合を表 5-4 に示す。なお，ハ
ル，アル，ンスが子音語幹動詞に後接し，ヤハル，ヤアル，ヤンスは使用されないということ
が前節で明らかとなったため，また，サ変動詞は補助動詞で用いられないため，表 5-3 と表 5-4
では母音語幹動詞とカ変動詞の場合についてのみ示している。 
 




表 5-4 本動詞と補助動詞での使用割合 
 
 
 以下，表 5-3 および表 5-4 をもとにハル・アル・ンスが本動詞と補助動詞のどちらで多く使
用されているかについてみていく。 
 ハル・ヤハルは，母音語幹動詞ではハルが本動詞で 18 例（i-：7 例，e-：11 例）用いられて
いるが，補助動詞では 112 例（i-：92 例，e-：20 例）使用されている。また，使用割合をみて
も本動詞では 64.3%なのに対して補助動詞では 88.2%の割合でハルが用いられており，本動詞
よりも補助動詞でハルが多く使用されていることがわかる。カ変動詞では，ハルは本動詞・補
i- e- i- e- ki- ko- ki- ko-
ハル 7 11 92 20 8 × 10 × 148
ヤハル 8 2 9 6 4 × 2 × 31
アル 1 11 214 21 2 × 2 × 251
ヤアル 115 67 234 92 49 × 14 × 571
ンス - - 7 - × 2 × 2 11
ヤンス 66 23 132 19 18 × 5 × 263





本動詞 補助動詞 本動詞 補助動詞
ハル 64.3（18） 88.2（112） 66.7（8） 83.3（10） 82.7（148）
ヤハル 35.7（10） 11.8（15） 33.3（4） 16.7（2） 17.3（31）
アル 6.2（12） 41.9（235） 3.9（2） 12.5（2） 30.5（251）
ヤアル 93.8（182） 58.1（326） 96.1（49） 87.5（14） 69.5（571）
ンス - 4.4（7） 10（2） 28.6（2） 4（11）






助動詞ともに用いられている（本動詞 8 例;66.7%，補助動詞 10 例;83.3%）。 
 アル・ヤアルは，母音語幹動詞ではアルは本動詞で 12 例（i-：1 例，e-：11 例）使用がみら









変動詞では，本動詞，補助動詞ともに 2 例ずつの使用がみられた。 
（27）1196A38M06：ほで ついでに きあった時に //ki-ar-ita// 【DAN9】 
（28）1200A38M06：いま この話 して くれて ○○○○さん ここへ 
きあった時な いろいろ 喋って くれあったのは 
//ki-ar-ita//      【DAN9】（（17）再掲） 
（29）68A48F14：ほれが うん。これ 借りて きあったんや。ど ど ＃＃ 
//kari-te#ki-aar-ita//   【DAN1】 
（30）275A38M06：ほんで まあ 参って ほで うちの 息子も あれ は 7 





（31）1330A46F13：電話番号 置いて こんたやろな ほたら 
//ok-i-te#ko-Ns-ita//    【DAN8】 
（32）1317C50F14：お父ちゃん 起きて 来ゃんせんけど， 












よる。このことを確認するために，まず，談話に現れた母音語幹動詞を表 5-5 に示す。 
 
表 5-5 談話中で素材待遇形式が後接していた母音語幹動詞一覧 
 
 
 用例数がもっとも多いのは 873 例用いられていたイル（イル 184 例，テイル 689 例）で，本
動詞・補助動詞ともに述べ語数の半数以上を占めている。特に補助動詞はテイルのほかは，テ
クレル（166 例），テアゲル（3 例）が現れたのみで，ほとんどテイルであった。本動詞は，イ



















2例～9例 見る9 寝る2 出来る3 建てる7 かける2 始める3 調べる2 こしらえる3
着る4 落ちる2 入れる5 攻める2 教える2
食べる4 上げる2 預ける2
あげる1（3） 目覚める2
借りる 閉める 染める 届ける 集める 敷き詰める
受ける 漬ける 倒れる 控える くたびれる


























接している場合の実現形がどのようであったかを表 5-7 でみておく。 
 
表 5-7 素材待遇形式がイルに後接する際の実現形 
 
 






















iあり iなし -te-（縮約形） -te#i-（非縮約形）
革新形 4 - 322 -




（35）703C48F12：ほて 旦那さんも いやはるさかいに 
//i-jahar-u//    【DAN3】 
（36）2018C51F15：ちょっと もろとくっていう人， やはるんやろなー。 
//i-jahar-u//  【DAN7】 
 
（37）1312A39M07：俺らの あ 老人会は 大勢 いやある。 
//i-jaar-u//   【DAN5】 
（38）389A54F16：年寄り やあれんで。 
//i-jaar-e-N//     【DAN8】 
（39）902C48F12：ほんでー ○○○さんが 結構 いろんな人 やっぱ お着物の 
関係 して やはるで， //si-te#i-jahar-u//  【DAN3】 
（40）435A26M01：ほいで ほれに とりつかれて やあるしな。 
//torituk –are-te#i-jaar-u//  【DAN5】 
（41）1006C50F13：まだ 生きて はったん？ //iki-te#i-har-ita//  【DAN11】 
（42）242C48F12：今は あの ○○○○さんは 入って あれんの。 




（43）1653A42M11：あそこに わしの 同級生の子も いやんすんや。 
//i-jaNs-u//  【DAN6】 
（44）1232C50F13：どっかで 見たような子 ばっか やんすなー。 
//i-jaNs-u//  【DAN11】 
（45）891A54F16：うん 姉やらも 言うて やんす。//iw-u-te#i-jaNs-u// 【DAN8】 
（46）1111A26M01：丁度 あのーー 敦賀連隊から 出たんや 














でもすでに指摘されていることではあるが，動詞語幹の音節数が少ないほど（3 音節や 2 音節
よりも 1 音節の動詞語幹の方が）素材待遇形式の統合が起こりやすく，革新形が現れやすいの
ではないかという点について検討する。 























 まず，ハル・ヤハルが動詞語幹に後接する際の後部要素を取り出すと，-ahar-が 54 例，-ihar-










これらの構造の用例数を示すと表 5-8 のようになる。 
 
表 5-8 （ヤ）ハルの形態構造の出現数 
 
 
（49）194A53F17：お坊さん ならはったか どうかは 知らんけど。 
//nar-ahar-ita//    【DAN1】 
（50）377C51F15：お面とか よう くれやはったやん。 
//kure-j-ahar-ita//   【DAN7】 
（51）436C38F06：あ あの 良く テレビで 見はったら わかるけど （後略） 
//mi-har-ira//   【DAN3】 





 つぎに，アル・ヤアルに後接する後部要素を取り出すと，-aar-が 479 例，-ar-が 246 例，-jaar-






                                                        
7） 現在の長浜市方言ではここまで述べてきたとおり，伝統形と革新形が併用されている。たとえ
ば ahar は（48）a の構造としても（48）b の構造としても記述できる。また，以下で述べるアル・
ヤアル，ンス・ヤンスについても同様に，jaar は（53）a の構造としても（53）c の構造として




a．［#　j］ahar 54 25 79
b．［a　#］har 54 130 184






これらの構造にあてはまるよう用例数を数えると表 5-9 のようになる。 
 
表 5-9 （ヤ）アルの形態構造の出現数 
 
 
（54）196A53F17：ちょっと ちょっとは 行かあったんちがう。 
//ik-aar-ita//   【DAN1】 
（55）679A26M01：ほいて あ 後は ほの 学校も＊＊＊で でやあるんや。 
//de-jaar-u// 【DAN5】 
（56）727A42M02：なぁ みんな あの こんな あのー こしらえあったな。 
//kosirae-ar-ita// 【DAN2】 
（57）464A48F14：ほんで 誰かがな こないだ私《が行ったときにいた誰かが》 
行きやあってんけどな //ik-i-jaar-i-te//   【DAN1】（=（13）） 
 アル・ヤアルの形態構造およびその出現数は以上のようになる。このことからアル・ヤアル
の形態構造は，（53）a の形が最も多く使用されていると言える。さらに，（53）b も相当数用い
られており，ハル・ヤハルの統合を追いかける形で（53）a から（53）b に変化している。 






ンス・ヤンスの形態構造の出現数を表 5-10 に示す8）。 
 
表 5-10 （ヤ）ンスの形態構造の出現数 
 
                                                        
8） 母音語幹動詞のテイルに後接するとき，後部要素が aNs となっていても 4.2.3 節で述べたように
その実現形が特殊なため，出現数からは除外している。 
子音語幹動詞 母音語幹動詞 計
a．［#　j］aar 479 509 988
b．［a　#］ar 479 246 725
c．［i　#］jaar 1 509 510
子音語幹動詞 母音語幹動詞 計
a．［#　j］aNs- 142 240 382
b．［a　#］Ns- 142 0 142
91 
 
（59）807A26M01:：あの 郵便局の先輩も ふたり ほれに 行かんしたんや。 
//ik-aNs-ita// 【DAN5】 
（60）1025A54F16：ほたら 鍵 閉めやんすんや。 //sime-j-aNs-u// 【DAN8】 
（61）1415A42M11：＊＊＊ 文句 言いに 行きやんしたでー，  【DAN6】 





































（63）1488A46F13：一番 最初に制服のスカート 作らさった うちら 
//tukr-ase-ar-ita//  【DAN8】 
（64）1623A54F16：ほんでも ほら 姉ちゃんもよ やっぱ 親も 承知で 
高校へ 行かさあったんやのに //ik-ase-ar-ita// 【DAN8】 
（65）1718A53F17：あのときは どのへんまで 流されやあったんやろね。 
//nagas-are-jaar-ita// 【DAN1】 
（66）1330C50F13：救急車で 運ばれやあったけど 
//hakob-are-jaar-ita//   【DAN11】 
使役接辞には 4 例，受身接辞は 4 例すべて伝統形が後接していた。また，アスペクト接辞の「～
カケル」（2 例）の場合と，「～テオク」（48 例）の場合もすべて伝統形が後接していた。 
（67）1149A26M01：ほいっと あのー ひー， 死にかけやあると， 蠅が  
メイメイ メイメイ  //sin-ikake-jaar-u//  
こう たかるん。    【DAN5】 
（68）127C51F15：なんか もー もっと あのー 開放的 って言うんか， ま 
ほんな 今みたいに 綺麗に しとかはらへんかったで。 
//si-teok-a-har-aheN// 【DAN7】 
（69）1914C50F13：ほで ほの なー 誰かが 誰やったかな そのときの 先生が 
書いとかあるんかな。 //kak-i-teok-a-ar-u// 【DAN11】 




（71）747A26M01：ほんでー 庭で ひー《火》 焚いて くだあるん， 
親切なもんや。   //kudasar-aar-u// 【DAN5】 
（72）839A54F16：ストーブ おじいさんがな 足元へ 持って来て くだあった， 









































ていない。      ［3 節］ 
（Ⅲ）地域差：長浜市方言の素材待遇形式には使用する形式に一部地域差がある。すなわ
ち，中心部では標準語形と（ヤ）ハルが用いられるが，農村部ではこれらの
素材待遇形式は使用されない。    ［4 節］ 
（Ⅳ）性差：長浜市方言の素材待遇形式は，対者待遇・第三者待遇ともに（ヤ）ハルは女














 以下，2 節で素材待遇形式の待遇価について，3 節で素材待遇形式の適用範囲について対者待
遇・第三者待遇それぞれ調査の結果を示し分析を行なう。続く 4 節で地域差について，5 節で
性差について触れる。6 節は本章のまとめである。 
 
2.  素材待遇形式の待遇価 










明日は家に イラッシャイマスカ  // irassjar-i-mas-u=ka // 
（2）ゴザル2）［★］ 
花火の時間までには ゴザルヤロカ  // gozar-u=jaroo=ka // 
 
 









今日の夏祭りに イカレマスカ  // ik-are-mas-u=ka // 
（4）（ヤ）ハル［□］［■］ 
a．明日は家に イヤハリマスカ  // i-jahar-i-mas-u=ka // 
b．今日の夏祭りに イカハル  // ik-a-har-u // 
（5）ナアル［◆］ 
今日の夏祭りに イキナアルカ  // ik-i-naar-u=ka // 
（6）（ヤ）アル［○］［●］ 
a．今日の夏祭りに イカアリマスカ  // ik-a-ar-i-mas-u=ka // 
b．今日の夏祭りに イカアル  // ik-a-ar-u // 
c．明日は家に ヤアルカ   // i-jaar-u=ka // 
（7）（ヤ）ンス［▲］ 
a．今日の夏祭りに イカンス  // ik-aNs-u // 
b．明日は家に ヤンス   // i-jaNs-u // 
c．花火の時間までには キャンス  // ki-jaNs-u // 

















































上 - - - - ● ♪● - #▲ ○# ♪ ○# #▲
対等 - - - - - - - - ○# - ○# #▲
下 - - - - - - - - - - - -
上 - - - - ● ● ● ● ● ● ○ ●
対等 - - - - - - - - ● ● ● ●
下 - - - - - - - - - - - -
上 - - - - ● ● ● ○ ● ● ● ●
対等 - - - - - - ● - ○# ● ● ●
下 - - - - - - - - - ● - -
上 - - - - ●- ●- ♪○#● ●- ♪● ♪○ ♪○ ♪○#
対等 - - - - - - - - ○# # # #

































上 - - - - □ NR ♪○ ○ ♪ NR ♪ ○
対等 - - - - - NR - - ○ NR ○ ○
下 - - - - - NR - - ○ NR ○ ●
上 - - - - □ ■ ■ ■ □■ ■ ■ □
対等 - - - - - - - - □# ■ ■ ■
下 - - - - - - - - ■ ■▲ - -
上 - - - - ■ ■ ■ □ ♪□ ◆ ☆# □
対等 - - - - ■- ■ ■ - ♪■ ■ ■ □
下 - - - - ■- ■ ■ - ■ ■ ■- □
上 - - - - ○ ● ○ ○ ○ ♪ ♪ ○
対等 - - - - - - ●- - ● ● ○ ●
下 - - - - - - - - ● ● ● ●
上 - - - - - - ○ ○ ○ ○ ♪○ ○
対等 - - - - - - - - ○- - - ○
下 - - - - - - - - ○- - - ○
上 ○■ ■- □■ ○- □ □○ ♪□ ♪□■ ♪ ♪□ ☆♪# ♪□
対等 - - ●- - - ●- - - □# □■ ☆♪#■ ♪□
下 - - - - - - - - - - - -
上 - - - - ● ● ● ○ ○ NR ○ ○
対等 ● - - - - NR - - ○ NR ○ ●
下 - - - - - NR - - - NR ○ ●
上 - - - - ● NR ○ ○ ○ NR ♪ ○
対等 - - - - - NR - - ○ NR ♪ ○








[凡例]　 ■：（ヤ）ハル, □：（ヤ）ハル＋マス , ●：（ヤ）アル , ○：（ヤ）アル＋マス , ◆：ナサル










表 6-4 対者待遇（農村部・女性） 
 
 
 上にあげた表 6-1～表 6-4 の結果からどの形式が誰に使用されているかを集計したものを表


























上 ▲ ▲ ▲ ▲ ◆ ●▲ ▲ ▲ ● ● ● ●
対等 - - - - - - - ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
下 - - - - - - - - ▲ ▲ - ▲
上 - - - - ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
対等 - - - - - - - - ○ ○ ○ ○
下 - - - - - - - - - - - -
上 - - - - ● ○● ○ ○ ○ ○ ○ ○
対等 - - - - - - - - ● ● ● ●
下 - - - - - - - - - - - -
上 - - - - ● ● ● ● ● ● ○ ●
対等 - - - - ▲- - ▲- - - - ● -
下 - - - - ▲- - ▲- - - - ▲ -
上 - - - - ● ● ● ● ● ● ○ ●
対等 - - - - - - - - ● ● ● ●


































上 ▲ ▲ ▲ - ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ●- ●- ● - - - ● ● ● ● ● ●
下 ▲ - ▲ - - - ● ● ● ● ● ●
上 - - - ● □ ● □● ■ □ ○ ● ■●
対等 - - - ● - - - - - ● - -
下 - - - ▲ - - - - - - - -
上 - - - ● ■ ■ ■ ■ □ □ □ □
対等 ■ ■ ■ - ■ ■ ■ ■ ■ ■ □■ ■
下 - - - - - ■ ■- ■- ■ ■ ■ ■
上 - ▲- ▲- - ● ★● ● ● ● ★○ ○ ●
対等 - ▲- ▲- ■ - ▲ ●- - ● ★○ ○ ●








[凡例]　 ■：（ヤ）ハル , □：（ヤ）ハル＋マス , ●：（ヤ）アル, ○：（ヤ）アル＋マス





並べているため，表 6-1～表 6-4 と並びは同じではない。 
 
表 6-5 対者待遇の素材待遇形式の使用数 
 
 




















ウチ・下 親・下 ウチ・対 親・対 ウチ・上 疎・下 親・上 疎・対 疎・上
イラッシャル ［ ☆ ］ 1 2
ラレマス ［ ♪ ］ 1 4 2 7
ゴザル ［ ★ ］ 1 1 1
ハリマス ［ □ ］ 1 1 5 4 5
ヤアリマス ［ ○ ］ 1 5 11 10 14
マス ［ ＃ ］ 1 2 5 4
ヤハル ［ ■ ］ 2 2 2 1 3 5 4 2
ヤアル ［ ● ］ 1 4 5 2 7 15 11 9
ヤンス ［ ▲ ］ 3 2 1 3 3 3 2 2 2




















表 6-1～表 6-4 をみると，（ヤ）ハル，（ヤ）アル，（ヤ）ンスの 3 つの素材待遇形式すべてを
使用するという回答が得られたインフォーマントはいなかった。（ヤ）ハルを使用するインフォ






























































上 - - - - □ ■ ■ ■ □■ ■ ■ □
対等 - - - - - - - - □# ■ ■ ■
下 - - - - - - - - ■ ■▲ - -
上 - - - - ■ ■ ■ □ ♪□ ◆ ☆# □
対等 - - - - ■- ■ ■ - ♪■ ■ ■ □
下 - - - - ■- ■ ■ - ■ ■ ■- □
上 ○■ ■- □■ ○- □ □○ ♪□ ♪□■ ♪ ♪□ ☆♪# ♪□
対等 - - ●- - - ●- - - □# □■ ☆♪#■ ♪□
下 - - - - - - - - - - - -
上 - - - ● □ ● □● ■ □ ○ ● ■●
対等 - - - ● - - - - - ● - -
下 - - - ▲ - - - - - - - -
上 - - - ● ■ ■ ■ ■ □ □ □ □
対等 ■ ■ ■ - ■ ■ ■ ■ ■ ■ □■ ■
下 - - - - - ■ ■- ■- ■ ■ ■ ■
C50F13
[凡例]　 ■：（ヤ）ハル, □：（ヤ）ハル＋マス , ●：（ヤ）アル , ○：（ヤ）アル＋マス , ◆：ナサル









遇価が高いと考えられる。表 6-1～表 6-4 から，（ヤ）アルと（ヤ）ンスを使用するインフォー
マントの回答を抜粋して表 6-7 に示す。 
 







































上 - - - - ● ♪● - #▲ ○# ♪ ○# #▲
対等 - - - - - - - - ○# - ○# #▲
下 - - - - - - - - - - - -
上 ▲ ▲ ▲ ▲ ◆ ●▲ ▲ ▲ ● ● ● ●
対等 - - - - - - - ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
下 - - - - - - - - ▲ ▲ - ▲
上 - - - - ● ● ● ● ● ● ○ ●
対等 - - - - ▲- - ▲- - - - ● -
下 - - - - ▲- - ▲- - - - ▲ -
上 ▲ ▲ ▲ - ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ●- ●- ● - - - ● ● ● ● ● ●
下 ▲ - ▲ - - - ● ● ● ● ● ●
上 - - - ● □ ● □● ■ □ ○ ● ■●
対等 - - - ● - - - - - ● - -
下 - - - ▲ - - - - - - - -
上 - ▲- ▲- - ● ★● ● ● ● ★○ ○ ●
対等 - ▲- ▲- ■ - ▲ ●- - ● ★○ ○ ●
下 - ▲- - - - - ▲- - ● ● ○ ●
A40F07
[凡例]　 ■：（ヤ）ハル , □：（ヤ）ハル＋マス , ●：（ヤ）アル , ○：（ヤ）アル＋マス ,





















〈上〉は公民館に まだ イラッシャルヤロカ // irassjar-u=jaroo=ka // 
（10）ミエル［※］ 
〈上〉は公民館に まだ ミエルヤロカ  // mie-ru=jaroo=ka // 
（11）ゴザル［★］ 
〈上〉は 夏祭りに ゴザルヤロカ   // gozar-u-jaroo=ka // 
 ・一般形： 
（12）（ヤ）ハル［■］ 
〈上〉は今日の夏祭りに イカハルヤロカ  // ik-a-har-u=jaroo=ka // 
（13）（ヤ）アル［●］ 
〈上〉は今日の夏祭りに イカアルヤロカ  // ik-a-ar-u=jaroo=ka // 
（14）（ヤ）ンス［▲］ 
〈下〉は今日の夏祭りに イカンスヤロカ  // ik-aNs-u=jaroo=ka // 
（15）ヨル［▼］ 










































上 - - - - - - - - ■ ■- - -
対等 - - - ▼- - ▼ - - - ▼ - -
下 - ▼- - ▼- - ▼- - - - ▼ - -
上 ▼ ▼ - ▼ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ▼ ▼ - ▼ ▼ ▼ - ▼ ●▼ ▼ - ▼
下 - ▼ - ▼ ▲▼ ▼ - ▼ ▼ ▼ - ▼
上 ▼ NR ▼ NR ● NR ● NR ♪ NR ● NR
対等 ▼ NR - NR ● NR ● NR ● NR ● NR
下 ▼ NR ▼ NR ▲ NR ● NR ▲ NR ● NR
上 - - - - ●- ● ● - ●- ● ● ●-
対等 ▼ - - ▼- - - - - - - - -

































上 ▲ ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ● ● - ● ▲ ● ● ● ● ● ● ●
下 - - - - ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ● ▲
上 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
対等 - - - ■ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ■▲ ▲
下 - - - - ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 ▲ ●- ■● ■- ■ ■ ☆※■ ■● ■ ■ ☆※■ ■
対等 - ■ ■●- ■ ■● ■● ■● ■● ■● ■● ■● ■
下 - - - - ■● ● - ■ ■● ●- ● ■
上 ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ●▲ ● ●
下 - - - - ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
下 ▲ ▲ ▲- ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
対等 - ■ ▲- ■▲ ▲ ▲ ■▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
下 - - - -▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 ▲ ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ● - - ● ● ▲ ● ● ● ● ● ●
下 - - - - ● ▲ ▲ ▲ ● ● ● ▲
上 ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 - - - ▲ ● ▲- ● ● ● ● ● ●
下 - - - - ● ▲ ● ▲ ● ● ● ▲
C51F14
C54F15
















表 6-11 第三者待遇（農村部・女性） 
 
 






























上 ▲ ▲ ▲ ▲ ● ★▲ ● ● ●▼ ● ▼ ●
対等 ▼ ▼ ▼ ▼ ▲ ▼ ▼ ▼ ▼ ▲▼ ▼ ▼
下 ▼ - ▼- ▼ ▼ - ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼
上 ● - ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 - - - - ▲- ▲- - ▲ ● ● ● ●▲
下 - - - ▲- ▲- ▲- ▲- - ▲ ▲ - ▲
上 ▼ ▼ ▼ ▼ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼
下 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▲ ▼ ▼ ▼
上 - - - - ● ★● ● ● ● ★● ● ●
対等 - - - - ▲ ▲ ●▲ ▲ ●▲ ▲ ●▲ ●▲-
下 - - - ▼ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 - ● - - ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ▼ ▼ - - - ▼ - ▼- ▼ ▼ - ▼-


































上 ● ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ● ★● ● ● ▲ ▲ ●▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲
下 ▲ - ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 - ▲ ▲ - ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 - - - - ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
下 - ▲ ▲- ▲- ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
対等 - - - - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
下 - - - - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
上 ▲ ▲ ▲ ▲ ● ★● ● ● ● ★● ● ●
対等 ▲ ▲ ▲ ▲ ●▲ ●▲ ●▲ ▲ ▲ ●▲ ▲ ▲








[凡例]　 ■：（ヤ）ハル , ●：（ヤ）アル , ▲：（ヤ）ンス , -：φ  , ★：ゴザル
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表 6-12 第三者待遇における素材待遇形式の使用数 
 
 


























ウチ・下 親・下 ウチ・対 親・対 ウチ・上 疎・下 親・上 疎・対 疎・上
イラッシャル ［ ☆ ］ 1 1
ミエル［ ※ ］ 1 1
ラレル ［ ♪ ］ 1
ゴザル ［ ★ ］ 1 3 2
ヤハル ［ ■ ］ 2 3 3 4 2 4 3 5
ヤアル ［ ● ］ 5 6 8 6 5 17 11 16
ヤンス ［ ▲ ］ 6 14 4 13 10 14 1 9
ヨル ［ ▼ ］ 8 5 7 5 3 5 5 1










































待遇価については，（Ⅰ）のようにまとめられるが，表 6-1～表 6-4 や表 6-8～表 6-11 の結果か
らは，使用する形式や使用対象に地域差や性差といった違いもあることが確認できる。また，










の使用対象についてまとめる。まとめるにあたって，2 節の表 6-5 の集計結果に使用割合を算
出したものを用いる（表では使用数の隣に（ ）に割合を示す）。それぞれの使用割合を求め
るにあたっての母数はインフォーマント数と同じ 21 である。集計結果のうち表 6-16 と同じ並
びで示したのが表 6-13，表 6-1～表 6-4 と表 6-8～表 6-11 と同じ並びでパーセンテージのみを示
したのが表 6-14 である。 
 








ウチ・下 親・下 ウチ・対 親・対 ウチ・上 疎・下 親・上 疎・対 疎・上
ヤハル ［ ■ ］ 2（9.5） 2（9.5） 2（9.5） 1（4.8） 3（14.3） 5（23.8） 4（19.0） 5（23.8）
ヤアル ［ ● ］ 1（4.8） 4（19.0） 5（23.8） 2（9.5） 8（38.1） 15（71.4） 13（61.9） 14（66.7）
ヤンス ［ ▲ ］ 3（14.3） 2（9.5） 1（4.8） 3（14.3） 3（14.3） 3（14.3） 2（9.5） 2（9.5） 2（9.5）
ヤハル ［ ■ ］ 2（9.5） 3（14.3） 3（14.3） 4（19.0） 2（9.5） 4（19.0） 3（14.3） 5（23.8）
ヤアル ［ ● ］ 5（23.8） 6（28.6） 8（38.1） 6（28.6） 5（23.8） 17（81.0） 11（52.4） 16（76.2）
ヤンス ［ ▲ ］ 6（28.6） 14（66.7） 4（19.0） 13（61.9） 10（47.6） 14（66.7） 1（4.8） 9（42.9）




表 6-14 素材待遇形式の使用対象（%） 
 
 



























親 疎 親 疎 親 疎
上 4.8 23.8 23.8 上 9.5 71.4 66.7 上 14.3 9.5 9.5
対等 9.5 9.5 19.0 対等 19.0 23.8 61.9 対等 4.8 14.3 9.5
下 9.5 14.3 下 4.8 38.1 下 14.3 9.5 14.3
親 疎 親 疎 親 疎 親 疎
上 19.0 19.0 23.8 上 28.6 81.0 23.8 上 47.6 4.8 上 14.3 4.8
対等 14.3 14.3 14.3 対等 28.6 38.1 52.4 対等 19.0 61.9 42.9 対等 33.3 23.8 23.8


































れの使用数に使用割合を加えたものを表 6-15 に示す。表中の（ ）内は使用割合を示している。 
 
















ウチ・下 親・下 ウチ・対 親・対 ウチ・上 疎・下 親・上 疎・対 疎・上 計
有標形式 3（12.5） 5（19.2） 7（25） 10（32.3） 8（27.6） 20（57.1） 43（93.5） 35（92.1） 42（100） 173（57.9）
φ   ［ -  ］ 21（87.5） 21（80.8） 21（75） 21（67.7） 21（72.4） 15（42.9） 3（6.5） 3（7.9） 0（0） 126（42.1）
計 24（100） 26（100） 28（100） 31（100） 29（100） 35（100） 46（100） 38（100） 42（100） 299（100）
有標形式 14（41.2） 26（78.8） 21（58.3） 29（82.9） 23（74.2） 26（83.9） 27（93.1） 28（90.3） 27（93.1） 221（76.5）
φ   ［ -  ］ 20（58.8） 7（21.2） 15（41.7） 6（17.1） 8（25.8） 5（16.1） 2（9.9） 3（9.7） 2（6.9） 68（23.5）


















A38M06），〈疎・対〉に対して 2 例（C54F15・A32M03），〈疎・下〉に対して 1 例（C54F15）
あった。 
 
表 6-16 （ヤ）ハル・（ヤ）アル・（ヤ）ンスの使用数 
 
 
 表 6-16 から，（ヤ）ハル・（ヤ）アル・（ヤ）ンスのいずれの素材待遇形式も，対者待遇に比
べて第三者待遇での使用数が多い。（ヤ）ハルは，使用対象ごとにみても，合計を見てもほぼ同
程度であるのに比べて，（ヤ）アル・（ヤ）ンスは第三者待遇での使用の方が明らかに多いとい





りつぶす形で示した表 6-17 をみるとよりはっきりする。 
 
 
ウチ・下 親・下 ウチ・対 親・対 ウチ・上 疎・下 親・上 疎・対 疎・上 計
対者待遇 2 2 2 1 3 5 4 5 24
第三者待遇 2 3 3 4 2 4 3 5 26
対者待遇 1 4 5 2 8 15 13 14 62
第三者待遇 5 6 8 6 5 17 11 16 74
対者待遇 3 2 1 3 3 3 2 2 2 21
第三者待遇 6 14 4 13 10 14 1 9 71
対者待遇 21 21 21 21 21 15 3 3 126
第三者待遇 20 7 15 6 8 5 2 3 2 68
ヤンス ［ ▲ ］
φ   ［ -  ］
ヤハル ［ ■ ］
ヤアル ［ ● ］
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ヤハル ［ ■ ］
ヤアル ［ ● ］
φ   ［ -  ］
ヤンス ［ ▲ ］
116 




表 6-19 対者待遇における素材待遇形式の使用数（農村部） 
 
 














 （ヤ）ハルについて補足すると，表 6-19 の農村部における回答のうち 13 例中 8 例は A45F12
ウチ・下 親・下 ウチ・対 親・対 ウチ・上 疎・下 親・上 疎・対 疎・上
イラッシャル ［ ☆ ］ 1 2
ラレマス ［ ♪ ］ 1 4 2 7
ゴザル ［ ★ ］
ハリマス ［ □ ］ 1 1 4 3 3
ヤアリマス ［ ○ ］ 1 4 8 8 8
マス ［ ＃ ］ 1 2 5 4
ヤハル ［ ■ ］ 1 1 1 2 3 3 1
ヤアル ［ ● ］ 2 3 4 7 5 3
ヤンス ［ ▲ ］ 1 1 1 1
φ   ［ -  ］ 12 12 12 12 12 9 3 2
ウチ・下 親・下 ウチ・対 親・対 ウチ・上 疎・下 親・上 疎・対 疎・上
イラッシャル ［ ☆ ］
ラレマス ［ ♪ ］
ゴザル ［ ★ ］ 1 1 1
ハリマス ［ □ ］ 1 1 2
ヤアリマス ［ ○ ］ 1 3 2 6
マス ［ ＃ ］
ヤハル ［ ■ ］ 1 2 1 1 2 1 1
ヤアル ［ ● ］ 1 2 2 2 3 8 6 6
ヤンス ［ ▲ ］ 3 2 1 3 3 2 1 1
φ   ［ -  ］ 9 9 9 9 9 6 1
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の回答である。A45F12 は，長く中心部の複数の学校で教員をしていた経験を持っている。

















 以上の地域差は，第三者待遇においても観察される。第三者待遇の結果である表 6-8～表 6-11























表 6-21 第三者待遇における素材待遇形式の使用数（農村部） 
 
 
表 6-20 および表 6-21 から，第三者待遇における地域差については次のことがわかる。すな
わち，標準語形とゴザルの使用にははっきりとした地域差が認められる。一方，一部を除き方
言形の一般形の使用には大きな地域差は認められない。 














ウチ・下 親・下 ウチ・対 親・対 ウチ・上 疎・下 親・上 疎・対 疎・上
イラッシャル ［ ☆ ］ 1 1
ミエル［ ※ ］ 1 1
ラレル ［ ♪ ］ 1
ゴザル ［ ★ ］
ヤハル ［ ■ ］ 1 3 2 3 1 3 2 4
ヤアル ［ ● ］ 5 5 5 3 5 9 7 8
ヤンス ［ ▲ ］ 2 9 3 7 6 8 4
ヨル ［ ▼ ］ 4 2 4 2 2 2 2
φ   ［ -  ］ 12 4 10 4 4 3 2 3 2
ウチ・下 親・下 ウチ・対 親・対 ウチ・上 疎・下 親・上 疎・対 疎・上
イラッシャル ［ ☆ ］
ラレル ［ ♪ ］
ゴザル ［ ★ ］ 1 3 2
ヤハル ［ ■ ］ 1 1 1 1 1 1 1
ヤアル ［ ● ］ 1 3 3 8 4 8
ヤンス ［ ▲ ］ 4 5 1 6 4 6 1 5
ヨル ［ ▼ ］ 4 3 3 3 1 3 3 1
























































121 例 63.7%，φ＝69 例 36.3%，男性：有＝61 例 51.7%，φ＝57 例 48.3%）。一般に女性の方が
丁寧な言い方をすると言われていることが，長浜市方言にも当てはまると考えられる。 
 つぎに，第三者待遇にみられた性差について触れる。第三者待遇の結果を性差の観点から集
ウチ・下 親・下 ウチ・対 親・対 ウチ・上 疎・下 親・上 疎・対 疎・上
イラッシャル ［ ☆ ］ 1 1
ラレマス ［ ♪ ］ 1 2 2 5
ゴザル ［ ★ ］ 1 1 1
ハリマス ［ □ ］ 1 1 5 4 5
ヤアリマス ［ ○ ］ 1 5 7 6 7
マス ［ ＃ ］ 2 2
ヤハル ［ ■ ］ 2 2 2 1 3 5 4 2
ヤアル ［ ● ］ 1 4 4 2 5 6 6 3
ヤンス ［ ▲ ］ 3 1 1 1 2 1
φ   ［ -  ］ 12 12 12 12 12 6 1 2
ウチ・下 親・下 ウチ・対 親・対 ウチ・上 疎・下 親・上 疎・対 疎・上
イラッシャル ［ ☆ ］
ラレマス ［ ♪ ］ 2 2
ゴザル ［ ★ ］
ハリマス ［ □ ］
ヤアリマス ［ ○ ］ 4 4 7
マス ［ ＃ ］ 1 2 3 2
ヤハル ［ ■ ］
ヤアル ［ ● ］ 1 2 9 5 6
ヤンス ［ ▲ ］ 1 2 1 2 2 2 1
φ   ［ -  ］ 9 9 9 9 9 9 2 1
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計した結果は，表 6-24 および表 6-25 のようになる。 
 




表 6-25 第三者待遇における素材待遇形式の使用数（男性） 
 
 















ウチ・下 親・下 ウチ・対 親・対 ウチ・上 疎・下 親・上 疎・対 疎・上
イラッシャル ［ ☆ ］ 1 1
ミエル［ ※ ］ 1 1
ラレル ［ ♪ ］
ゴザル ［ ★ ］ 1 1 1
ヤハル ［ ■ ］ 2 2 3 4 2 4 3 4
ヤアル ［ ● ］ 4 6 6 4 4 9 7 8
ヤンス ［ ▲ ］ 5 10 4 10 8 10 7
ヨル ［ ▼ ］
φ   ［ -  ］ 12 1 8 1 2
ウチ・下 親・下 ウチ・対 親・対 ウチ・上 疎・下 親・上 疎・対 疎・上
イラッシャル ［ ☆ ］
ラレル ［ ♪ ］ 1
ゴザル ［ ★ ］ 1 1
ヤハル ［ ■ ］ 1
ヤアル ［ ● ］ 1 2 2 1 8 4 8
ヤンス ［ ▲ ］ 1 4 3 1 4 1 3
ヨル ［ ▼ ］ 8 5 7 5 3 5 5 1














































ていない。      ［3 節］ 
（Ⅲ）地域差：長浜市方言の素材待遇形式には使用する形式に一部地域差がある。すなわ
ち，中心部では標準語形と（ヤ）ハルが用いられるが，農村部ではこれらの
素材待遇形式は使用されない。    ［4 節］ 
（Ⅳ）性差：長浜市方言の素材待遇形式は，対者待遇・第三者待遇ともに（ヤ）ハルは女































































れる。        ［4 節］ 
（D）性差：長浜市方言の素材待遇形式の使用には性差がある。すなわち，（ヤ）ハルを男
性はほとんど使用せず女性が多く使用することや，ヨルを女性はほとんど使


































 よって本章では，自然談話データにみられる運用についてまとめ第 6 章でまとめた面接調査
の結果と合わせて長浜市方言の素材待遇形式の記述を行なう。 
 以下，2 節で分析の方法を述べたのち，3 節で素材待遇形式の運用実態を確認し，素材待遇形




































































a．1737A48F14：○○○さん こんなとこに ふほ 〈誰かが〉不法投棄 
しとかあるな 言うたら これ 僕の 僕の 農機具やって 
【DAN1】 
b．493A30M02：ばぁーんと 飛ばされて ほらぁ あの時には 
｛舌打ちをして｝ あー 誰かが どつきよったんかな｛笑｝ 
【DAN2】 
c．731A42M10：○○○さんとこは あの あっこ まぁ さんよ場 
改装さあって 誰が 住んであるんやろ あれ 【DAN2】 
（3）〈世間〉 
a．1413A53F17：白い なんか 粉が 浮くみたいとか （周りの人たちが） 
言わあるもんね     【DAN1】 
b．1562A48F13：ほーや しゃある人も あるけど｛笑｝  【DAN1】 
c．630C42M06：今でも ほやけど 泊ってやる人 ようけ 居やある。 【DAN3】 
（4）〈地域〉 
a．1049A53F16：ほーや。あのー 〈同じ町内の〉みんな しやるで 
○○○ちゃんも いろいろ してやんす。  【DAN1】 
b．566A30M02：〈同じ町内の〉みんななー あのー ほれは あの  ー




                                                        
1） 以下，発話例では，素材待遇形式がマークする対象が文中にある場合，□で囲み，文中にない
ものは〈 〉で補う形で示す。 
（ヤ）ハル 1 2 11 1 19 55 10 37 17 9 7 25 7 12 14 2 25 5 10 269
（ヤ）アル 21 22 7 107 45 143 62 246 100 41 65 197 63 16 62 16 14 124 15 6 42 1414
（ヤ）ンス 6 27 1 5 9 19 11 44 163 37 15 2 12 45 2 41 1 1 441
ヨル 4 5 2 23 2 16 4 19 6 7 15 8 1 1 3 17 2 13 148
（ラ）レル 1 3 1 2 7
φ 8 13 34 48 15 20 58 11 59 63 13 33 37 23 4 23 51 3 81 13 26 26 662





































a．366A53F16：講習をな 受けた 時にな あのー 保健師さんが 
言わあるように 年寄りの人らが 健康診断に 来はると 
【DAN1】 
b．1422A48F14：頭に 塗る薬 顔に 塗るの 体 足の爪 全部 〈医者が〉 
分けて くれやはったん。    【DAN1】 
c．85A30M02：5 人ほどが 出て ほして あー こら おかしなやつら 
出よったな と思って 歩いてたら また 前の方に 3 人か 
4 人 ぱっと 出よって    【DAN2】 
（6）〈虚構〉 
332A42M02：神さんが 通らあったとか なんとか 言うんやろか 【DAN2】 
（7）〈一般〉 
985C51F15：ほや ほや， あれを 見下ろしたら あかん （と一般に） 
言わあるもんなー。     【DAN7】 
（8）〈範疇一般〉 
368C50F13：今の子が いろんなこと やってやんすのも ほんな  
変わらへんねで     【DAN11】 
（9）〈団体〉 
994C48F12：結構 お店に よってはね 高く しはるのも あるんやで 
【DAN3】 
（10）〈範疇個人〉 
214A40F09：ほしてからー あのー で， 嫁さんは （地域の団体に） 
「入らん」って ゆわんす子（地域の男性） あるし， 【DAN4】 
表 7-1 から，素材待遇形式のうちもっとも多く使用されるのは（ヤ）アルで（1414 例），つい
でφが 662 例，（ヤ）ンスが 441 例，（ヤ）ハルが 296 例，ヨルが 148 例，（ラ）レルが 7 例使用
されていることがわかる。 
 （ヤ）アルは，対者待遇に比べて第三者待遇での使用が圧倒的に多く（対者待遇 63 例：第
三者待遇 1351 例），「第三者偏用」の傾向が顕著にみられる。 
（11）1207A54F16：誰が くれやあったんやろ こんなええの  【DAN8】 
（12）258C50F13：ほったら ほん 当番の 人が おにぎり 
作って くれやあった    【DAN11】 




（14）664C50F13：うーん まあまあまあ 大変やなー 今でも うち うちも 
ほんなー もんや 〈母親は〉長生きは しゃれんかったけど 
       【DAN11】 
（15）1485A42M11：え ○○○○〈人名〉の おっさんの むつかしさは， あら 
なにもかも 分かったって， 昔かたぎ みたいな あれで 
1486A42M10：ん  ー
1487A42M11：あの おん お前んどこ 法事ん参りに 来ててもね， 
1488A42M10：うん うん 
1489A42M11：ほい， よう ほこで わ わし こうして わしゃ 行儀が 
悪いでー， ほいと 傍‘はた’へ おっさんが 来やあると， 
1490A42M10：ん  ー
1491A42M11：あのしとは きちーっと 座らあるやろ↑  【DAN6】 
（16）848C54F16：ほんでー あの ほの あのー もう 1 人 ほれ， あの  ー
○○○○つぁん 来てやって， ○○○○つぁんて 




式 621 例，〈地域外〉ではφ50 例に対して 208 例と，有標形式が圧倒的に多く使用される。 
（17）164C48F11：〈娘たちは〉もう 嫁いで 10 年もなるのに ほんでー ｛笑｝ 
二人が ちょっと こう 合わして なんか 来て ほんで 
ここで ちょっと 喋ったり あのー 子ども〈孫〉が 
幼稚園とか 行ってる間に《まに》 ちょこちょこっと 
話したり 勝手に もう ここら あのー｛笑｝  【DAN3】 
（18）70A48F13：どこや 忘れたんだけど｛笑｝ 忘れてもたけど， まぁ 
ほんでも 私が あのー 行ったん 長浜城 特別展 
〈聞き手は〉 行ってない↑    【DAN1】 
（19）1486A39M07：おまん〈聞き手〉どこ あのー 屋根に 上げたやろ↑， 
太陽光〈ソーラーパネル〉。    【DAN5】 
（20）919A42M11：あのー あそこまで， ○○○○〈地名〉までは 無理に  
〈聞き手の父親が〉オートバイで 行けたって。 
920A42M10：ん  ー











931A42M11：雪ん中を ま 歩いてー， 
932A42M10：うんうん 
933A42M11：もー ざ 酒だけ 持って 
934A42M10：｛笑い｝ 
935A42M11：行って 来たんやて。    【DAN6】 
 3 番目に多く使用されているのは（ヤ）ンスである（441 例）。〈地域内・同〉が 163 例，〈身
内・上〉が 41 例，〈身内・下〉が 45 例，〈地域内・下〉が 44 例と使用数が多い。 
（21）84A40F09：うん，うん。 ほんで， 「あっ ほーですか」は， 
「あっ ほーですか」ちゅのは， 
85A45F12：そーそーそ。 
86A40F09：も 電話で むきつけーに 向こう 向かって 
〈地域内・同の人が〉 言‘ゆ’ってやんすで  【DAN4】 
（22）554C50F13：ほて ほんときに 〈父親が〉 馬に 蹴られて んで 馬車に 
轢かれてやんすんで ほんときに んで 片方の 耳が もう 
なかってん      【DAN11】 
（23）1162C54F16：あの ほれ， あのー わたしらの 若かった 時分は， 
お客さんも あったけどー， 
1163C51F15：んーんーん  ー
1164C54F16：｛笑い｝ この頃 あの ほれが 無くなったやん。 
1165C51F15：あ そーそーそー， もー ん… な  ー
1166C54F16：ん  ー
1167C51F15：ほとんど うちら 娘でも もー 仕事やったら 





693C50F14：ほうや あの子が なあ ほんでもな 今 助けてってくれる 今 
694C50F13：あー ほうか あ あの子も 今 山組 入らあんて（入る＋ンス） 
//hair-aNs-ite// 【DAN11】 
（25）109C24M01：かわ 今の子は な 遊びとか しやんせんやん。 【DAN10】 
（26）890A40F09：いうことを 言うて あげる。 ほれ 6 ねんせの 子に 
〈紙芝居を〉した時も しーんと 聞いてやんたけど， 
えんか 悪いんか 分がらん。   【DAN4】 
 つぎに（ヤ）ハルであるが，使用数は異なるものの対者待遇よりも第三者待遇で多く用いら







（27）151A30M02：（前略）ほこへ あのー ＃＃の方から ○○ちゃん（A）が 
んで おー ○○ちゃん（A）が 来よった ほんだら もう 
○○ちゃん（A） お前も 忙しいんか 言うたら（後略）【DAN2】 
（28）283A30M02：ここの ほんで ○○やん（B）と ○○ちゃん（C）と 
ほんでから ○○やん（D）と ○○やん（D）とこは 子どもも 




（29）85A42M02：5 人ほどが 出て ほして あー こら おかしなやつら〈追剥ぎ〉 
出よったな と思って 歩いてたら また 前の方に 3 人か 
4 人 ぱっと 出よって ほんで 俺が 両方から ずーと 
歩いて 迫って 来よるもんやで こらぁー 弱ったなぁ 
と思って      【DAN2】 
（30）448A39M07：うー 去年の年末なー， うちら辺も 猿が 来よってん。 
1 軍団な， うちの 村へー 来よったもんやで， 
○○○○が，〈人名〉 「わっ 猿やー」って 追いて 
やったんやな。 で， 1 匹 来よったで， ほれ 
追わなあかんゆて， ○○○○〈人名〉 一匹 
134 
追いてやあったんや。〈後略〉    【DAN5】 
これらヨルの使用される対象と（27）（28）の発話における呼称の使用などから，〈上〉に対し
ては同じ地域内の第三者の中でも特に親しい人物に対して使用していることがわかる。 






（31）1817A48F14：〈調査者は〉なんか もう 帰られるん。  【DAN1】 
（32）450C38F05：〈調査者に向かって〉だから そう どうして その 陶芸が 
あの ねぇ 〈C42M06 は〉今 個展を 見に 行って こられて 
すごい 感動して おられるので あれが どうやって 
作って いるんかと 思われるので あの  ー  【DAN3】 
残りの 3 例は，以下のような発話例であった。 
（33）806A40M08：もう あの 祭典 されて 帰って きたら もう 






46C42M08：それと あのー 僕らのー 時は あの 田んぼでな 田んぼが も
う 稲刈った後な↑ 
47C24M01：お  ー
48C42M08：あの クニサシ ちゅうて 
49C24M01：お  ー
50C42M08：〈49C24M01 は〉やられませんした≪やられませんでした≫ あの 
51C24M01：お  ー
52C42M08：〈49C24M01 は〉しゃあれんかった クニサシて この  
53C24M01：うん 
54C42M08：あのー あの 陣地を 取って いくっちゅうかな 
55C24M01：お  ー
56C42M08：これを 線 引いてって  
135 
57C24M01：お  ー
58C42M08：田んぼが もう  
59C24M01：うん 
60C42M08：あの ちょんぼ が できて あの 
61C24M01：うん 
62C42M08：その あのー 田んぼが かとなるでしょ≪固くなるでしょう≫ 
63C24M01：お  ー
64C42M08：と ほこ 中へ 入って 子供の 時分に 
65C24M01：お  ー
66C42M08：あの クニサシ て 
67C24M01：うん 
68C42M08：ほんで 線を 書いて いく 
69C24M01：あ  ー




























 表 7-2 の対者待遇および第三者待遇の〈身内〉〈地域内〉〈地域外〉への使用を，第 6 章の面









表 7-4 素材待遇形式の使用割合［面接調査］（第 6 章 3.1 節表 6-14 再掲） 
 
 




（ヤ）ハル 2.5 4.6 5.6 2.6 21.9 20.0 10.4 9.7 8.6 7.7 2.5 8.2 6.4 34.3 12.3 1.5 8.8 14.7 12.3 9.1
（ヤ）アル 52.5 55 16.3 54.6 51.7 51.6 64.6 64.7 50.8 35.0 23 64.8 57.8 45.7 54.4 12.2 66.7 43.7 44.1 18.2 51.9 48.1
（ヤ）ンス 15 13.8 1.1 1.8 9.3 5 5.6 37.6 57.6 12.2 13.8 5.7 10.5 34.4 9.5 14.3 3 1.2 15
ヨル 10 12.5 1 59 2.3 5.8 4.2 5 3 6 5.3 2.6 0.9 2.9 2.6 13.0 9.5 4.6 5
（ラ）レル 0.5 2.6 2.9 2.5 0.2
φ 20 32.5 79.1 24.5 38.4 23 20.9 11.5 15.5 32 11.1 11.7 12.2 21.1 11.4 20.2 38.9 14.3 28.5 38.2 78.8 32.1 22.5
計 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
身内
下 同 上































親 疎 親 疎 親 疎
上 12.3 上 51.9 上 1.2
対等 対等 18.2 対等 3
下 14.7 下 44.1 下
親 疎 親 疎 親 疎 親 疎
上 8.8 8.2 12.3 上 43.7 64.8 54.4 上 14.3 12.2 10.5 上 4.6 2.6 2.6
対等 2.5 34.3 対等 66.7 23 45.7 対等 9.5 57.6 5.7 対等 9.5 5.3 2.9
下 1.5 7.7 6.4 下 12.2 35 57.8 下 34.4 37.6 13.8 下 13 6 0.9
ソト



















親 疎 親 疎 親 疎
上 4.8 23.8 23.8 上 9.5 71.4 66.7 上 14.3 9.5 9.5
対等 9.5 9.5 19.0 対等 19.0 23.8 61.9 対等 4.8 14.3 9.5
下 9.5 14.3 下 4.8 38.1 下 14.3 9.5 14.3
親 疎 親 疎 親 疎 親 疎
上 19.0 19.0 23.8 上 28.6 81.0 23.8 上 47.6 4.8 上 14.3 4.8
対等 14.3 14.3 14.3 対等 28.6 38.1 52.4 対等 19.0 61.9 42.9 対等 33.3 23.8 23.8
























文脈上の運用については第 8 章で詳しく扱う。 
（35）107A42M10：ほんで ○○○さんが 15・6 言わあったけな↑ 【DAN2】 
（36）152A42M10：○○○さん 車 買わあったのは 早い 時期でしたやろ 
昭和 40 年代     【DAN2】 
（37）781A45F12：ふーん， んで 〈聞き手が〉 ジーバー〈地域のサークル〉へ 
行ってあったん。     【DAN4】 
（38）2322A46F13：○○○○さんらも 自分で 〈親の借金を〉返さあったん↑【DAN8】 
（39）1641A40M08：いや あの こないだの 文化祭 出品 
しとかあったでしょ↑    【DAN9】 
（40）628C42M08：あの ○○○〈地名〉の あの ど どこらへんに  

















































異なる。3.1.1 節の表 7-1 から，それぞれの素材待遇形式が各カテゴリーに使用される割合を求
めたものを表 7-5 に示す。聞き手を待遇する対者待遇とその場にいない人物をマークする第三
者待遇では性質が異なるため，表では第三者待遇の割合を示している。そのため各素材待遇形








表 7-5 素材待遇形式が各カテゴリーをマークする割合 
 
 



























（ヤ）ハル 0.4 0.8 4.3 0.4 7.5 21.7 3.9 14.6 6.7 60.3 3.5 2.8 9.8 2.8 4.7 5.5 0.8 9.8 39.7 100
（ヤ）アル 1.6 1.6 0.5 8.0 3.4 10.7 4.6 18.3 7.5 56.2 3.1 4.8 14.7 4.7 1.2 4.6 1.2 1.0 9.2 44.5 100
（ヤ）ンス 1.4 6.2 0.2 1.1 2.1 4.3 2.5 17.8 10.0 37.1 8.4 3.4 0.5 2.7 10.3 0.5 9.3 82.2 100
ヨル 2.7 3.4 1.4 15.5 1.4 10.8 2.7 12.8 4.1 54.8 4.7 10.1 5.4 0.7 0.7 2.0 11.5 1.4 8.8 45.3 100
φ 1.3 2.2 5.7 8.0 2.5 3.4 9.7 1.8 9.9 10.6 55.1 2.2 5.5 6.2 3.9 0.7 3.9 8.5 0.5 13.6 45.0 100










































（41）58C50F13：なんか わたしは まあ あんた あんたん とこの 猫が 
好きやったわ 
59C50F14：ああ 猫 うっとこ いっつも こだった なあ じいちゃん 
60C50F13：なー いつも あ 行くと 
61C50F14：うん 











413C50F14：そしたら 市役所の 人が うちん とこに〈昔の職場に〉 
いやんすなー 事務員さんが    【DAN11】 
（43）〈範疇一般〉 
1058A42M10：○○○ ○○○○さんは， んな おまんどころ 大事に 
してやったけど， あっとの 今のこー《子》は ほういう 
関係も 知らんさへんやろ。    【DAN6】 
（44）〈範疇一般〉 
366C50F13：そやな ほたから あの 時代ちゅうのは あのぐらいの 歳は 
儲けるんやさかい 
367C50F14：うん 
368C50F13：今の子が いろんなこと やって やんすのも ほんな 





を表 7-6 に示す。 
 







表 7-7 対者待遇と第三者待遇での使用率 
 
 










待遇価と適用範囲についてみた。3 節では触れなかったが，使用意識を扱った第 6 章と同様に，
自然談話データにも素材待遇形式の運用に地域差が観察された。よって，本節では，地域差に
よる素材待遇形式の使用の違いについてみる。インフォーマントの地域ごとによる結果を，以
下表 7-8（中心部）および表 7-9（農村部）に示す。 
 
 
有標形式 80 67.5 21 75.5 61.5 77 79.1 88.5 84.5 68 88.9 88.3 87.8 78.9 88.6 79.8 61.1 85.7 71.5 61.8 21.2 67.9 77.5
φ 20 32.5 79 24.5 38.5 23 20.9 11.5 15.5 32 11.1 11.7 12.2 21.1 11.4 20.2 38.9 14.3 28.5 38.2 78.8 32.1 22.5
計 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
身内
下 同 上








































表 7-9 対象別素材待遇形式の使い分け(農村部) 
 
 



















（ヤ）ハル 1 2 10 1 16 48 10 29 17 7 6 22 6 11 12 2 21 4 10 235
（ヤ）アル 5 5 39 25 59 24 83 33 19 41 58 7 10 15 6 26 3 4 24 486
（ヤ）ンス 2 11 2 3 10 8 31 142 12 2 3 6 1 1 234
ヨル 1 2 1 1 2 1 1 9
（ラ）レル 3 2 5
φ 3 5 10 17 5 10 21 1 22 17 6 13 7 7 1 2 32 10 22 5 3 16 235










般 上 下 同 上
地域外 身内
下 同 上





















（ヤ）ハル 1 3 7 8 2 1 3 1 1 2 4 1 34
（ヤ）アル 16 22 2 68 20 84 38 163 67 22 24 140 50 6 47 10 14 98 12 2 18 923
（ヤ）ンス 4 16 1 3 6 9 3 13 21 25 13 2 9 39 1 40 1 1 207
ヨル 4 5 2 23 1 14 4 18 5 5 14 8 1 1 3 17 2 12 139
（ラ）レル 1 1 2
φ 5 8 24 31 10 10 37 10 37 46 7 20 30 15 3 21 19 3 49 8 23 10 426
計 29 35 26 119 33 35 145 58 235 121 49 80 206 80 13 82 85 20 203 22 26 29 1731
上 下 同 上
地域外 身内
下 同 上











































以下表 7-10（女性）および表 7-11（男性）のようになる。 
 




表 7-11 対象別素材待遇形式の使い分け（男性） 
 
 






（ヤ）ハル 1 2 10 1 19 53 9 35 17 8 6 25 7 12 13 2 25 5 10 260
（ヤ）アル 14 7 5 64 33 104 50 148 56 37 53 84 20 13 42 14 13 80 6 3 25 871
（ヤ）ンス 4 22 1 4 8 16 11 41 150 12 11 1 3 39 2 31 1 1 358
ヨル 1 1 2 1 1 6
（ラ）レル 3 1 4
φ 1 13 10 23 4 15 31 10 22 20 6 18 12 8 4 10 37 11 37 5 23 14 334


































（ヤ）ハル 1 2 1 2 1 1 1 9
（ヤ）アル 7 15 2 43 12 39 12 98 44 4 12 114 43 3 20 2 1 44 9 3 17 544
（ヤ）ンス 2 5 1 1 3 3 13 25 4 1 9 6 10 83
ヨル 4 4 2 23 1 16 4 19 6 5 14 8 1 1 3 17 2 12 142
（ラ）レル 1 2 3
φ 7 24 25 11 5 27 1 37 43 7 15 25 14 13 14 2 34 8 3 12 327










































（45）105A30M02：あのー 下の方の 宮さんのとこへ 出られるさかいちゅって 
言わはって 【DAN2】 
（46）287C42M06：三味線も さはるんや    【DAN3】 
（47）93A26M01：都合の 考え方で やらはったんやね。   【DAN5】 
（48）60A40M08：ほんで ○○○○の ○○さんが お参りに きはる｛笑｝ 
【DAN9】 




291C24M01：あのー で うちらの ＃ 
292C42M08：して くれはることは ええ事や   【DAN10】 
 一方，142 例の使用がみられたヨルは，〈動物〉だけではなく〈地域内・上〉などの人物に対
しても使用されている。 
（50）255A30M02：ほんで ほー 今度は キツネが 出よったっちゅうて  
【DAN2】 
（51）625 A30M02：お前 ええの買うたね ほしたら ○○○さんも 
買いよったらしいぞちゅうて わし 言うてたら 【DAN2】 
（52）64C42M06：〈誰かが〉ここの家 嫌がらせみたいに 放りよったんか みたいに思
てたんや      【DAN3】 
（53）1067A42M11：ほしてー まだ あの， まー うちは 






























れる。        ［4 節］ 
（D）性差：長浜市方言の素材待遇形式の使用には性差がある。すなわち，（ヤ）ハルを男
性はほとんど使用せず女性が多く使用することや，ヨルを女性はほとんど使






















































（1）A が 行か｛ハル・アル・ンス・レル｝／行くφ／行きヨル。 
（2）A が 見｛ヤハル・ヤアル・ヤンス・ラレル・ヨル｝／見るφ。 
これらの素材待遇形式については，第 6 章・第 7 章の結果から（ヤ）ハル＞（ヤ）アル＞（ヤ）
ンス＞φ＞ヨルの順に待遇価が高く，（ラ）レルは日常的に使用されないことを述べた。そして

















う。最後の 7 節はまとめである。 
 
2. 素材待遇形式運用の規範 






表 8-1 長浜市方言の素材待遇形式の使用対象（意識調査，第 6 章表 6-14 再掲） 
 
 



























親 疎 親 疎 親 疎
上 4.8 23.8 23.8 上 9.5 71.4 66.7 上 14.3 9.5 9.5
対等 9.5 9.5 19.0 対等 19.0 23.8 61.9 対等 4.8 14.3 9.5
下 9.5 14.3 下 4.8 38.1 下 14.3 9.5 14.3
親 疎 親 疎 親 疎 親 疎
上 19.0 19.0 23.8 上 28.6 81.0 23.8 上 47.6 4.8 上 14.3 4.8
対等 14.3 14.3 14.3 対等 28.6 38.1 52.4 対等 19.0 61.9 42.9 対等 33.3 23.8 23.8

























用される。     ［第 6章］ 
 4 節で触れるが，本章で扱う自然談話データにみられた実際の運用でも，基本的には表 8-1













めたものを表 8-2 に示す。 
 





比率を並べたものを表 8-3 に示す。 
素材待遇形式 第三者待遇 対者待遇 計
（ヤ）ハル 254 15 269
（ヤ）アル 1351 63 1414
（ヤ）ンス 439 2 441
ヨル 148 0 148
（ラ）レル 4 3 7
小計 2196 83 2279
φ 597 65 662
計 2793 148 2941
中心部 
151 












待遇形式の使用率を並べて表 8-4 に示す。 
 









                                                        
1） 用例については P137（35）～（40）を参照いただきたい。 
親 疎 親 疎 親 疎
上 12.3 上 51.9 上 1.2
対等 対等 18.2 対等 3
下 14.7 下 44.1 下
親 疎 親 疎 親 疎
上 4.8 23.8 23.8 上 9.5 71.4 66.7 上 14.3 9.5 9.5
対等 9.5 9.5 19.0 対等 19.0 23.8 61.9 対等 4.8 14.3 9.5
下 9.5 14.3 下 4.8 38.1 下 14.3 9.5 14.3

















親 疎 親 疎 親 疎 親 疎
上 8.8 8.2 12.3 上 43.7 64.8 54.4 上 14.3 12.2 10.5 上 4.6 2.6 2.6
対等 2.5 34.3 対等 66.7 23 45.7 対等 9.5 57.6 5.7 対等 9.5 5.3 2.9
下 1.5 7.7 6.4 下 12.2 35 57.8 下 34.4 37.6 13.8 下 13 6 0.9
親 疎 親 疎 親 疎 親 疎
上 19.0 19.0 23.8 上 28.6 81.0 23.8 上 47.6 4.8 上 14.3 4.8
対等 14.3 14.3 14.3 対等 28.6 38.1 52.4 対等 19.0 61.9 42.9 対等 33.3 23.8 23.8























































第三者 対者 第三者 対者 第三者 対者 第三者 対者 第三者 対者 第三者 対者 第三者 対者 第三者 対者 第三者 対者 第三者 対者 第三者 対者
（ヤ）ハル 25 1 1 0 89 14 2 0 2 0 1 0 114 0 0 0 2 0 2 0 16 0 269
（ヤ）アル 121 1 125 7 117 17 108 6 97 0 86 1 163 6 195 4 158 13 32 6 149 2 1414
（ヤ）ンス 3 1 16 0 3 0 25 0 18 0 41 0 40 0 96 1 6 0 2 0 189 0 441
ヨル 0 0 31 0 1 0 0 0 44 0 48 0 0 0 1 0 15 0 3 0 5 0 148
（ラ）レル 0 1 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 7
φ 42 20 26 0 90 14 42 1 92 3 75 3 45 6 43 6 66 8 35 1 41 3 662
計 191 24 199 7 303 45 177 7 253 3 251 4 362 12 335 11 248 21 74 9 400 5 2941
計
DAN6 DAN7 DAN8 DAN9 DAN10 DAN11
素材待遇形式












に 9 例，〈地域外・下〉に 7 例の使用意識とは異なる運用がみられる。同様に，（ヤ）アルは，
〈身内〉に 154 例，〈地域内・同〉に 65 例，〈地域内・下〉に 41 例，〈地域外・下〉に 63 例，
（ヤ）ンスは〈身内・同〉に 2 例，〈身内・下〉に 45 例，〈地域内・上〉に 37 例，〈地域外・上〉























待遇価が高い形式が使用される。    （16 例） 
運用規則②b：同じ話題の中でより上位の人物が現れた場合，他の発話でマークされて




        （59 例） 
運用規則③b：話し手が店員や恩恵を受ける側など特定の役割や立場に則って発話する
とき，通常とは異なる素材待遇形式でマークされる。 （36 例） 
運用規則③c：聞き手にアドバイスをするなど話し手が話題の情報面について優位に立
つことになるとき，通常とは異なる素材待遇形式でマークされる。 








（4） 747C42M07：ほんで お前も きつかったさかい 言い返したん ぼんぼん 
748C48F12：ほんなこと ないで（笑） 
749C38F06：（笑） 
750C48F12：ほんなこと よっぽどに なると （笑）この人は[C42M07]  
何にも 言うて くれやれんし 喋らあれん〈（ヤ）アルの否定形〉 
さかいに おじいさんと もう なんか ゆうたら 絶対 
喋らあれんねん 二人が 話さんかったな 
751C42M07：忘れて もた もう ほんな 昔のこと  【DAN3】 
（5） 140C48F12：この間 なんか ねぇ 
141SMM：あー はい。えーっと 






142C48F12：あそこ ホテルの とこで 
143C38F06：あー そうですか 
144C48F12：私が 勤めてる 隣の ホテル 
145C38F06：あっ ○○○○○ 
146C48F12：うん ○○○○○ あそこのね 喫茶で 
（C42M07 と調査者が） おうて はんねん  【DAN3】 
 （4）に示したように C48F12 は夫である C42M07 のことを（ヤ）アルでマークしているが，
（5）で調査者と C42M07 がこれまでに何度か会っていることを C38F06 に話すときは（ヤ）ハ
ルを用いている。次の例も同様の理由により，規範から外れる運用が行なわれていると考えら
れるものである。 
（6） 813A26M01：ほっでー， （徴兵で）ひとりの 子は 鯖江へ 
行かあんた〈（ヤ）ンスの過去形〉んや。 
814A39M07：ん  ー
815A26M01：でー， ふたーりは 敦賀へ 行かあんたんや。 
816A39M07：ん  ー
817A26M01：あー 可哀そうに， あのー 3 人 行かある， 3 人共  
おんなし とこへ ＃＃＃ええのに， ひとりの 子は 
鯖江やし， 可哀そうにと わしゃー 思ってたんやで。 
       【DAN5】 
（7） 679A34F05：ちょうど ○○○さん なく 
680A42M02：ほら ほうやろ。 
681A34F05：うん。 亡くならあった ときに な あのー あそこの 子と  
うちの ○○○（A34F05 の娘）と 一緒やって 同級生で 
682A42M02：あ  ー
683A34F05：ほんで あそこの あれや 葬式に 先生と（娘が）  
行かあって ちょうど 40 年くらいか。  【DAN2】 
（6）は，戦時中に出征していった人たちのことを述べている発話で，一人は鯖江へ，もう一人
は敦賀へというように別々の地域に出征したという発話では（ヤ）ンスが使用されている。そ









（8） 777A48F15：[A48F15 の夫が海外赴任の際に] はじめ （味噌汁の） 
わかめやら ＃＃＃やら 持って 行きはったけど（中略） 
30 袋とか ほういうの も こ 持って 行かはるんや 
【DAN1】 
（9） 1367A48F15：ばぁちゃんがな うちに この 背中に なん なんやら 
かいてて ようけ できたとかっ ゆって 言うて はってん 
あー ほうかとか 思ってたら この頃 おとうさん  
（A48F15 の夫）がやっぱ ぼろぼろぼろ こうな  
できたりとかな んで まぁ  
かいとかある〈かいておく＋（ヤ）アル〉 あー 私らも 

















（10）1200A42M10 あーの ○○○○さんどこはー， （葬式のことを） 
知らしとかんと あーの あこまいちゅう ことで  ー
1201A42M11 ん  ー
1202A42M10 えー ま ○○○さんが 言うもんやでーちゅ ことで， 
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1203A42M11 ん 
1204A42M10 ん 電話くれやんしたけど， で ○○○さんがー 迎えに  
来て くれやんしたもんやで まー 行ったん。  【DAN6】 
（11）1293A42M11：あのー なんや あのー あ おばやんが 
1294A42M10：きょう ＃＃＃＃ 
1295A42M11：息子と 買いもんに 来て やあったんや。 
1296A42M10：お  ー
1297A42M11：息子が 連れて 来て 
1298A42M10：うん 
1299A42M11：あの ＃＃＃ おばやんを 連れて， 
1300A42M10：うん うん うん 
























（12）593A30M02：ほんな いかいもんをな ○○で 動くかっていう 心配が 
あるんやって こう （販売所の人が）言わあったんやわ 【DAN2】 
（13）589A30M02：いやあなぁ あかん こんな 相手にも なって  
くれよらんような とこ あかんさかい もう わしは  
○○○へ 行って なに 行くわ ○○○○ 行ってくるわ  
ちゅうて 言うて 出ようと したら まぁまぁ まぁ  
待ちねな ほして あのー 相手に ならん わけやでは 
ないねやけども あんた どこやなちゅ（販売所の人が） 






（14）1519A26M01：もー わしらー 年寄りらは んなに 暑い 日には もー  
でけへん。 せーへんけどねー。 
1520A39M07：｛笑い｝ 
1521A26M01：んー かまいよらへん あいつらは。   【DAN5】 
（15）196A42M11：普通の 法事やったら ｛笑い｝ 5 万円 
197A42M10：うん 
198A42M11：あのー 包んで うん もらわんと あかんねん っちゅうて， 
199A42M10：うん うん うん 
200A42M11：え 言いよってん。 
201A42M10：うーん うーん 
202A42M11：あんなー ○○○ー ○○ちゃんが， ああいう  ー
203A42M10：うん 
204A42M11：ん ちょと あれも きついやっちゃーで。 
205A42M10：あーあーあ  ー
206A42M11：ほんな 馬鹿な ごど ないやろーんど， お布施やろうがー  
言うて      【DAN6】 
（16）1220A38M06：ほんで あと みんな よう ここへ きて こんな話を 
















（17）2244A46F13：｛笑い｝うち ほんでなー お嫁 お嫁さんが 
来ゃんた〈来る＋（ヤ）ンスの過去形〉 
結婚さあんた〈結婚する＋（ヤ）ンスの過去形〉4）とき 
嫁さんにな うちは こうやって してー あの 向こうから 
出てきて なんか かなして 家屋敷を と 工場は ある 




































ついての会話であるが，このとき C48F12 は C38F06 に（ヤ）アルを用いている。 
（18）649C42M07：ほら 世話した もんと せん もんとでは ほら 
650C38F06：ほんで まぁ 評判な 
651C48F12：うーん。 そら そんだけ しゃあったら もうね 
652C38F06：うーん。 
653C48F12：よう 病気ってゆうか 悪く ならあれなんだね  【DAN3】 
一方，C38F06 が親戚の結婚式に着物を着ていったときに周りから指摘されたことについての会
話の中では，呉服店に勤めている C48F12 は，C38F06 にハルを用いる。 
（19）991C38F06：えー たし ほうなんかな ほうゆうと ちょっと  
薄っぺらいなとは 思ったんやけど 
992C48F12：やっぱ 帯の 方が 着物よりは あの ええのを さある ふ  








どちか ゆうと うん 高く なるって 言わはるけど 
そんなこと ばっかりでも ないし ほの 着物に おうたの 
しはったら ええけど 
993C38F06：で えっ えぇ これ ほんな 安くなかったのにと  












（20）70A48F15：どこや 忘れたんだけど（笑） 忘れて もたけど。まぁ  
ほんでも 私が あのー 行ったん 長浜城 特別展 
行ってない？ 
71A53F16：いや－ 行ってないんよ ほれ 結局。 
72A48F15：あー 行ってない。 ほこで 私が 一番  




（21）295A48F14：うん。○○○会は ○○○会でも 違うんやで。 
296A48F15：ふーん 仕事 行ってからか。 
297A53F16：仕事 行ってからやん。 
298A48F14：な ほうやな うん。 ○○○の ○○ 
299A48F15：○○？ 
300A48F14：うん。 ちゃう  ○○○会いうと その この あれかって 
わんすやろ〈思う＋（ヤ）ンス〉6） 
301A48F15：あー あー あー。 
                                                        
6） 「わんす」は，「思う」にンスが後接したもの//omow-aNs-u//。 
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302A53F16：あー あー あー。 
303A48F14：あっちは ○○○会 
304A53F16：全然 字が 違う。     【DAN1】 
つぎの（22）では，C42M07 が陶芸展に行ったことを話している場面で，C38F06 は C42M07
に（ヤ）アルを使用している。しかし，C38F06 が C42M07 に絵画のことや陶芸のことについ
て尋ねられ，説明している（23）（24）の発話では（ヤ）ハルが使用されている。 
（22）331C42M07：ほんで あんま 見に いかれんやろ 




335C42M07：もろた もろた。     【DAN3】 
（23）436C38F06：それは 棒状で ないです。 あ あの 良く テレビで  
見はったら わかるけど 電動で 足 踏んでて びゃぁーと  
こう こうしたりして やって はるでしょ あれの 方が  
ほら きれいに できます。（後略）   【DAN3】 
（24）467C38F06：絵の ことは だから 今 言うた みたいに 隅から 隅まで  
しっかり 描くのは あのー 違うと 思うんですよ ほんで  







（25）1044C38F06：あんなもん 染めること 出来ないんですか  【DAN3】 
 以上は，対者待遇での用例であるが，（26）のように第三者待遇でもこのような運用は観察さ
れる。 
（26）2438C54F16：ほいと ほれ（さつまいもを薄切りにしたもの）を  ー
ホットプレートの 上へ 乗せて  ー
2439C51F15：うん 
2440C54F16：ほって 焦げ目 つけはるん， 
2441C51F15：あーーん 
2442C54F16：うん， ほれー あの  ー
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2443C51F15：ほれ また 香ばしいわな  ー
2444C54F16：うーん， ほっ あっ 
2445C51F15：焼くと， 
2446C54F16：こういう 食べ方も あるんやなーと 思た。 
（中略） 
2462C54F16：ほんで ほれは （丸餅に）お醤油 付けたりしてー， 
2463C51F15：ん  ー
2464C54F16：あのー あの 食べて やあった。 ほんで  【DAN7】 
（26）は，C54F16 が地域で行なっている料理教室で作った料理の話をしている場面である。通



























（ⅰ）補助動詞「～てくれる」に素材待遇形式が後接するとき （22 例） 
（ⅱ）補助動詞「～ておく」に素材待遇形式が後接するとき  （ 6 例） 







161 例観察された。後接していた素材待遇形式は，（ヤ）ハル 25 例，（ヤ）アル 108 例，（ヤ）




（27）1462A46F13：ほやけど 嫁すとき やっぱ 着物を お おかあさん  




（28）1043A48F14：もう なん なんなん 《息を吸って》 なぁ お父さんは 
この＃＃で して くれやる さかい ええって 
言うもんの（後略）    〈身内〉 【DAN1】 
（29）609C48F12：ほんで お嫁さんも て あのー  









（30）641A54F16：責任者 みたいに 言うて 言うて くれやんすんやけど 
〈対・上〉【DAN8】 
 なお，「～てくれる」にφが後接した例は，談話データ中に 21 例現れたが，すべての（31）
（32）ような引用発話におけるものであった。 
（31）636A39M07：もー あ 明日から 大事に して くれ， 言‘ゆ’ってあった。 
｛笑い｝      【DAN5】 
（32）754C48F12：（前略）ちょっと お父さんと 喋ってても 一人 やはるやろ 
お母さん やはれんから あのー わしの あのー 聞こえるように 
もっと おっきい 声で 喋って くれって 言わはったもん。 




いた7）。後接していた素材待遇形式は，（ヤ）ハル 1 例，（ヤ）アル 47 例，（ヤ）ンス 8 例，ヨ
ル 9 例と全部で 57 例である。「～ておく」に後接する素材待遇形式も（ヤ）アルが多い。 
（33）166C48F12：（娘が）服 とかね ほんで まー まー やっぱ  
置いとかあるでな 着物 なんかでも  〈身内〉【DAN3】 
（34）618C54F16：（地域の目上の人が葬式の準備を）ちゃんと あのー  
しとかあんた〈しておく＋（ヤ）ンスの過去形〉8）さかいと  
思うんやけど     〈地域内・上〉【DAN7】 






（36）1352C54F16：ほして あのー 冷凍しといたら どうもないって 
言うてあんたわ。     【DAN7】 
（37）811A38M06：○○○○（地域名）みたいに 下げるのは 下げといて どっか 
に 預かっといって 夜は 集まってきて で 組 やったら  
んな  神主さん きてもらえへんし↑   【DAN9】 







素材待遇形式が後接していた。後接していた素材待遇形式は，（ヤ）アル 25 例，（ヤ）ンス 6
例，ヨル 11 例と全体で 42 例であった。「～てしまう」も「～くれる」「～ておく」と同じく（ヤ）
アルが後接する割合がもっとも高い。 
（38）1967C50F14：（学生時代の先輩が）変わって まあて みんな  
怒ってやるらしい    〈地域内・上〉【DAN11】 
（39）273A54F16：あそこ（地域内）の もう 孫さん  
大きなって まあたんか もう  〈地域内・下〉【DAN8】 
（40）995A38M06：（共通の知人が） ええとこ（勤務先）が 次 






（41）727A42M02：ほんだら ほんなもなら わい お前 ほんまに  
燃やしてまうんかい ＃＃＃さん燃やしてくれっちゅて  
言わあったんかいって言ったら （後略）  【DAN2】 
（42）1694A46F13：（家の前の道が）砕けてまう ちゅう 苦情が来て こっち 
出やあったやろ     【DAN8】 
（43）649A26M01：ほいてー， こんだけ お日さん 当たらあったら， 地熱が 










































































































則による素材待遇形式の使用は，例えば Brown & Levinson（1987）の提唱したポライトネス理
論におけるポジティブ・ポライトネス・ストラテジーにあたると思われる。本章で指摘したこ
とは中でも Strategy 1「相手（の関心・欲求・必要・所有物）に気づき・注意を向ける」や Strategy7
「共通基盤を仮定・喚起・主張する」に相当すると思われる。相手のフェイスを立てるために
これらの行動をとることはときにリスクとなるが，そのことを本来ネガティブ・ポライトネス・































 第Ⅳ部 結論 
 

































（1-2）承接順位：「動詞語幹 -ヴォイス -アスペクト -素材待遇形式-否定辞 -テンス」
となる。 




























 第Ⅲ部では，素材待遇形式の意味論的・語用論的記述を行なった。まず，第 6 章では，面接
調査の結果から，素材待遇形式の使用意識について次のことを述べた。 












を以下のようにまとめた。この記述は，第 6 章でみた規範意識の結果も踏まえたものである。 









































































































































































 本章では，本論文で述べた長浜市方言の素材待遇形式の記述を 1 節でまとめ，2 節運用上の
特色をどのように考え長浜市方言の素材待遇形式の特徴を述べた。本章で述べた長浜市方言の

























（1-3）統語的生起環境：南 A 類から C 類まですべての従属節内において生起可能
である。 
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調査票 A：形態統語調査（第Ⅱ部 第 4章） 
















調査者：     調査地：                
 調査日時：開始： 201 年  月  日  時 分 




























フ リ ガ ナ
：     ★性別：（ 男 ・ 女 ） 
★生年：（ 明治 ・ 大正 ・ 昭和 ）  年  西暦  年 
★年齢：満 歳 
★現住所：〒  －   
  滋賀県長浜市 
            
★電話番号：  －  －   
お仕事：   （現役・退職） 
★出生地：    
★居住歴： 
０歳～  歳：      歳～ 歳：    
  歳～  歳：      歳～ 歳：    
  歳～  歳：      歳～ 歳：    
  歳～  歳：      歳～ 歳：    
父親の出身地：       母親の出身地：       
奥さん／ご主人の出身地：       
18 歳までの間に同居していた家族： 
           
★調査の同席者： 
〔 なし ・ あり ⇒ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿さん （ 男 ・ 女 ）〕 
調査協力者との関係： 
























     
過去 
     
推量 
     
連体 
非過去      
連体 
過去      
中止 
     
仮定 
     
否定      
使役      
可能      
継続      
丁寧      
命令      
 
付録―調査票 A― 



















あの方は午前中は用事が有りなさるけど， 午後は空いてらっしゃるそうだ。(cf. お有りだけど) 
 
 






















調査者：     調査地：                
 調査日時：開始： 201 年  月  日  時 分 





















※フェイスシートは調査票 A と同様のものを使用しているため割愛※ 
 
付録―調査票 B― 










































































































- 8 - 








































- 9 - 
2.1.2．カ変動詞：来る 
 
























D:[  ]に「花火の時間までには来るか」と尋ねるとしたら，どのように言いますか。 
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E:[  ]に「花火の時間までには来るか」と尋ねるとしたら，どのように言いますか。 







F:[  ]に「花火の時間までには来るか」と尋ねるとしたら，どのように言いますか。 







G:[  ]に「花火の時間までには来るか」と尋ねるとしたら，どのように言いますか。 







H:[  ]に「花火の時間までには来るか」と尋ねるとしたら，どのように言いますか。 







I:[  ]に「花火の時間までには来るか」と尋ねるとしたら，どのように言いますか。 







- 11 - 
2.1.3．一段動詞：居る 
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2.1.4．五段動詞：書く 
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2.2．第三者待遇 ※話し相手は Bの人物。Bに対する使用の場合は Eが話し相手。 
2.2.1．五段動詞：行く 
 





































- 16 - 








































- 17 - 
2.2.2．カ変動詞：来る 
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2.2.3．一段動詞：居る 
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3.1.4．五段動詞：書く 
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B: [E]に「[  ]は手紙を書くか」と尋ねるとしたら，ふだんどのように言いますか。 
【手紙で回答が得られない場合：日記・書き初め・絵などや「字をうまく書くか」】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
